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⑥通松軒 ⑦ ⑧芳雲園 ⑨佳茗林 ⑩正寿園

喫茶法 種別 木屋新助 俵谷金兵衛 高田弥十郎 川崎喜兵衛 川内谷新兵衛

嘉永7(1854) 文久3(1863)

濃茶 濃茶 濃茶 濃茶 － 濃茶

抹茶 3匁5分～9匁 3匁～100疋 3匁6分～9匁 4匁～9匁

(15匁) 濃茶頭1斤

金1両(60匁)

薄茶 薄茶 薄茶 薄茶 － 薄茶

12匁～80匁 8匁～60匁 13匁～130匁 20匁～65匁

出物･ 薄茶園清撰煎茶 濃茶薄茶清撰 自園極品別好 諸国名物 濃茶薄茶清撰

煎茶 折物･ 15匁～30匁 煎茶 6匁～金1歩 3匁～25匁～ 煎茶

葉物･ 濃茶園清撰煎茶 7匁～70匁 (15匁) 18匁～50匁

玉露 25匁～40匁 江州名園清撰 播州若緑 嘉木玉露

4匁～18匁 3匁 金1両(60匁)

煎茶 宇治信楽煎茶 北海

2匁2分～50匁 撰葉 金1両1歩(75匁)

宇治信楽煎茶 宇治信楽煎茶 4匁 宇治自園御煎茶

2匁～20匁 2匁～60匁 15匁～45匁

宇治粉茶 極上々粉茶 宇治信楽煎茶

2匁～3匁5分 3匁 10匁～14匁

宇治銘茶屑 江州志賀名茶 御煎茶

2匁～3匁 13匁～50匁 5匁～8匁

宇治別製

2匁～5匁

御賦り物煎茶 諸国番茶(250匁) 諸国名葉(250匁) 嬉 し 野 ･明 ほ

袋詰物 100文～4匁 2匁～3匁6分 の･喜多山

2匁～4匁 宇治信楽粉 100文～200文

日向･丹波番茶 1匁5分～3匁

80文～200文 御茶之子物上茶

袋入3分～

■大阪の茶価比較表2（濃茶は「半袋」＝10匁＝37.5gあたり、他は1斤＝200匁＝750gあた

り。以下同じ）
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本
場
宇
治

そ
し
て
京
、
花
の
田
舎

後
半
は
宇
治
・
京
都
型
を
取
り
上
げ
る
。
残
念
な
が
ら
、
江
戸
時
代

の
宇
治
茶
商
の
引
札
は
ほ
と
ん
ど
収
集
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
、
幕
末

か
ら
明
治
に
か
け
て
宇
治
茶
業
界
、
い
や
日
本
の
茶
業
界
を
技
術
的
な

面
で
支
え
た
上
林
松
寿
（
一
八
三
二
～
一
九
一
五
）
と
い
う
人
物
が
、

た
ま
た
ま
明
治
一
〇
年
代
に
宇
治
に
拠
点
を
置
い
た
茶
商
の
価
格
表
を

収
集
し
て
お
り
、
近
年
そ
れ
ら
を
調
査
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
そ
れ
を
起
点
に
話
を
始
め
よ
う
。

上
林
松
寿

上
林
松
寿
は
、
御
用
茶
師
の
上
林
牛
加
（
ぎ
ゅ
う
か
）
家
の
第
一
一

代
当
主
で
、
茶
の
木
の
栽
培
か
ら
製
造
ま
で
幅
広
く
精
通
し
、
製
品
を

鑑
査
・
審
査
す
る
能
力
も
備
え
て
い
た
。
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
旧
茶
師
の
系
譜
に
連
な
る
人
と
し
て
、
こ
う
し
た
技
能
を
持

ち
合
わ
せ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
有
な
例
で
あ
る
。
御
用
茶
師
と
い
わ

れ
る
人
た
ち
は
、
た
ん
に
仲
介
を
業
と
す
る
の
み
で
、
お
お
む
ね
茶
の

実
務
に
は
頓
着
し
な
い
。

松
寿
は
、
茶
師
と
し
て
の
立
場
に
あ
っ
た
二
〇
歳
頃
、
幕
末
期
に
は

江
戸
と
の
往
復
を
何
度
か
経
験
し
て
い
た
。
そ
し
て
詳
し
い
い
き
さ
つ

は
不
明
だ
が
、
維
新
後
単
身
東
京
に
出
て
内
務
省
勧
業
寮
に
出
仕
し
、

輸
出
の
花
形
と
な
っ
た
茶
業
指
導
の
一
端
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

後
臨
時
の
嘱
託
勤
務
だ
っ
た
が
、
農
商
務
省
に
技
手
と
し
て
も
出
入
り

し
た
。
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
の
第
一
回
製

茶
共
進
会
で
は
、
東
多
摩
郡
下
高
井
戸
村
（
現
杉
並
区
）
で
紅
茶
の
栽

培
・
製
造
に
関
わ
り
、
そ
の
出
品
者
と
し
て
も
名
を
連
ね
た
。
上
林
と

言
え
ば
、
聞
く
人
が
聞
け
ば
そ
の
当
時
で
も
す
ぐ
に
宇
治
の
高
級
茶
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
は
ず
だ
。
世
界
に
向
け
た
上
林
ブ
ラ
ン
ド
の
紅
茶
を

期
待
す
る
向
き
が
、
彼
の
ま
わ
り
に
い
た
政
府
実
務
官
僚
の
あ
い
だ
に

は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

上
京
前
か
ら
、
東
京
に
長
居
す
る
こ
と
が
き
ま
っ
て
い
た
の
か
ど
う

か
は
定
か
で
な
い
が
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
帰
宇
す
る
ま
で

足
か
け
一
五
年
に
及
ぶ
期
間
、
基
本
的
に
は
東
京
を
拠
点
と
し
、
ほ
ぼ

全
国
を
股
に
か
け
て
茶
業
指
導
に
奔
走
し
、
品
評
会
で
は
審
査
員
も
勤

め
た
。
い
っ
ぽ
う
こ
の
間
、
彼
は
宇
治
で
は
と
て
も
経
験
で
き
な
い
都

会
の
下
町
暮
ら
し
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
も
、
明
治
一
六

年
に
は
次
男
敬
次
郎
が
東
京
法
学
校
（
現
法
政
大
学
）
に
進
学
す
る
こ

と
に
な
り
、
在
京
後
半
期
は
二
人
の
共
同
生
活
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、

松
寿
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
三
三
歳
の
と
き
に
結
婚
し
、
そ
の
後

五
人
の
男
子
に
恵
ま
れ
た
。
松
寿
、
敬
次
郎
の
も
と
に
、
た
ま
に
は
他

の
兄
弟
も
入
れ
替
わ
り
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
と
い
っ
た
具
合
で
、
牛
加
家

の
人
び
と
は
維
新
後
間
も
な
い
東
京
の
風
を
ま
と
っ
て
成
長
す
る
こ
と

に
な
る
。

そ
ん
な
松
寿
は
、
大
量
の
チ
ラ
シ
、
ビ
ラ
、
レ
ッ
テ
ル
の
類
を
東
京

か
ら
宇
治
に
持
ち
帰
っ
た
。
食
料
品
か
ら
薬
品
、
生
活
雑
貨
に
至
る
ま

で
、
み
な
日
々
の
暮
ら
し
を
物
語
る
品
々
だ
が
、
そ
こ
に
本
報
告
書
で

扱
っ
て
い
る
引
札
、
と
く
に
宇
治
茶
商
の
そ
れ
が
含
ま
れ
る
。
な
か
に

は
宇
治
で
入
手
し
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
基
本
的
に
は
明

（  37  ）



( 38 )

治
一
〇
年
代
の
東
京
で
の
収
集
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
全
国
各
地

に
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
茶
業
地
が
誕
生
し
、
ま
た
「
宇
治
製
」
と
は
い

う
も
の
の
実
に
多
様
な
製
造
方
法
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
現
れ
、
輸
出
を

目
的
と
す
る
生
産
の
た
め
大
混
乱
し
な
が
ら
も
茶
業
界
が
異
様
な
盛
り

上
が
り
を
み
せ
る
こ
の
時
期
、
そ
の
渦
の
中
心
に
あ
っ
た
人
の
手
元
に

茶
の
引
札
が
の
こ
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
、
竹

田
紹
清
の
二
点
で
あ
る
。

□資料17 竹田紹清引札①（個人蔵「上林牛加家文書」）

幕
末
期
の
松
寿
自
身
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
茶
の
繁
忙
期
に
は
ま
ず
竹

田
、
そ
し
て
元
代
官
家
の
六
郎
家
と
隼
人
（
竹
庵
）
家
の
両
上
林
の
、

そ
れ
ぞ
れ
管
理
下
に
あ
る
茶
園
の
「
手
伝
い
」
で
、
製
茶
の
季
節
は
と

も
か
く
も
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

竹
田
紹
清
家
と
上
林
牛
加
家
は
、
同
じ
元
御
袋
茶
師
仲
間
で
あ
り
、

住
ま
い
も
近
く
ま
た
縁
戚
関
係
も
あ
り
、
こ
の
時
期
の
両
家
は
密
接
な

御

茶

銘

目

録

御

濃

茶

之

部

半
壱
袋
ニ
付

初
昔

価

金
弐
分

小
ざ
く
ら

価

金
壱
分

後
昔

同

祝
ノ
白

同

綾
森
白

同

金
壱
分
弐
朱

一
文
字

同

瀧
の
影

同

ゆ
づ
り
葉

同

小
松
白

同

外
ニ

若
森
白

同

金
壱
分

青
葉
白

同

金
弐
分

初
花
大
祝

同

面
影
白

同

鱗
形

同

紅
葉
形
白

同

千
鳥
白

同

龍
の
影

同

初
音

同

御

薄

茶

之

部

白
昔

価

金
七
両

好
詰

価

金
弐
両
壱
分

極
昔

同

金
五
両

好
極
揃

同

金
弐
両

別
儀
昔

同

金
三
両

間
詰

同

金
壱
両
二
分

別
儀

同

金
弐
両
三
分

極
揃

同

金
壱
両
壱
分

広
葉

同

金
弐
両
壱
分

吟
粉

同

金
壱
両

御

煎

茶

之

部

初
み
ど
り

価

金
四
両

友
白
髪

価

金
壱
両
三
分

雲
の
花

同

金
三
両
弐
分

白
折
鷹

同

金
壱
両
二
分

百
々
衡

同

奥
紅
葉

同

青
海
波

同

竹
印

同

玉
茗

同

金
三
両

花
橘

同

金
壱
両
一
分

初
真

同

綾
の
葉

同

八
重
霞

同

上
喜
撰

同

金
壱
両

深
み
ど
り

同

喜
選

同

金
三
分
二
朱

寿

同

金
弐
両
壱
分

雁
金

同

金
壱
分
二
朱

鷹
ノ
爪

同

え
り
葉

同

金
二
朱

以
上

以
上

洛

巽

宇

治

竹

田

紹

清
（
印
影
）

□資料17 竹田紹清引札①
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□資料18 竹田紹清引札②（個人蔵「上林牛加家文書」）

御
茶
銘
目
録

御
濃
茶
之
部

半
一
袋

御
煎
茶
之
部

二
百
目

目
方
拾
匁
ニ
付

一
斤
ニ
付

初
昔

価
金
四
拾
銭

玉
露
製

後
昔

同

松
葉
の
緑

価
金
五
円

利
休
好

蔦
の
滴

同

四
円

綾
森
白

同

三
拾
銭

初
緑

同

二
円
八
拾
銭

玄
々
斎
好

雲
の
花

同

二
円
四
拾
銭

瀧
の
影

同

深
緑

同

二
円
二
拾
銭

小
松
白

同

青
海
波

同

二
円

宗
旦
好

玉
茗

同

若
森
白

同

二
拾
銭

折

宗
守
好

初
真

同

一
円
八
拾
銭

好
の
白

同

八
重
霞

同

初
花
大
祝

同

寿

同

一
円
六
拾
銭

う
ろ
こ
形

同

折

千
鳥
白

同

鷹
ノ
爪

同

小
さ
く
ら

同

同

祝
の
白

同

友
白
髪

同

一
円
四
拾
銭

一
文
字

同

同

ゆ
つ
り
葉

同

白
折
鷹

同

一
円
二
拾
銭

別
ニ
遠
州
好

奥
紅
葉

同

青
葉
白

同

四
拾
銭

竹
印

同

古
田
織
部
正
好

花
橘

同

八
拾
銭

面
影
の
白

同

綾
の
葉

同

金
森
宗
和
好

上
喜
撰

同

六
拾
銭

紅
葉
形
白

同

並
喜
撰

同

五
拾
銭

御
薄
茶
之
部

二
百
目

柴
舟

同

四
拾
銭

一
斤
ニ
付

朝
日

同

三
拾
銭

白
昔

価
金
五
円

雁
ケ
音

同

極
昔

同

四
円

別
儀
昔

同

二
円
四
拾
銭

別
儀

同

二
円
二
拾
銭

神
田
錦
町
一
丁
目
一
番
地

広
葉

同

一
円
八
拾
銭

鈴

木

金

次

郎

方

好
詰

同

好
極
揃

同

一
円
六
拾
銭

山
城
国
久
世
郡
宇
治
町

間
詰

同

一
円
二
拾
銭

竹

田

紹

清

極
揃

同

一
円

上
吟
粉

同

八
拾
銭

並
吟
粉

同

六
拾
銭

□資料18 竹田紹清引札②
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治
一
〇
年
代
の
東
京
で
の
収
集
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
全
国
各
地

に
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
茶
業
地
が
誕
生
し
、
ま
た
「
宇
治
製
」
と
は
い

う
も
の
の
実
に
多
様
な
製
造
方
法
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
現
れ
、
輸
出
を

目
的
と
す
る
生
産
の
た
め
大
混
乱
し
な
が
ら
も
茶
業
界
が
異
様
な
盛
り

上
が
り
を
み
せ
る
こ
の
時
期
、
そ
の
渦
の
中
心
に
あ
っ
た
人
の
手
元
に

茶
の
引
札
が
の
こ
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
、
竹

田
紹
清
の
二
点
で
あ
る
。

□資料17 竹田紹清引札①（個人蔵「上林牛加家文書」）

幕
末
期
の
松
寿
自
身
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
茶
の
繁
忙
期
に
は
ま
ず
竹

田
、
そ
し
て
元
代
官
家
の
六
郎
家
と
隼
人
（
竹
庵
）
家
の
両
上
林
の
、

そ
れ
ぞ
れ
管
理
下
に
あ
る
茶
園
の
「
手
伝
い
」
で
、
製
茶
の
季
節
は
と

も
か
く
も
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

竹
田
紹
清
家
と
上
林
牛
加
家
は
、
同
じ
元
御
袋
茶
師
仲
間
で
あ
り
、

住
ま
い
も
近
く
ま
た
縁
戚
関
係
も
あ
り
、
こ
の
時
期
の
両
家
は
密
接
な

御

茶

銘

目

録

御

濃

茶

之

部

半
壱
袋
ニ
付

初
昔

価

金
弐
分

小
ざ
く
ら

価

金
壱
分

後
昔

同

祝
ノ
白

同

綾
森
白

同

金
壱
分
弐
朱

一
文
字

同

瀧
の
影

同

ゆ
づ
り
葉

同

小
松
白

同

外
ニ

若
森
白

同

金
壱
分

青
葉
白

同

金
弐
分

初
花
大
祝

同

面
影
白

同

鱗
形

同

紅
葉
形
白

同

千
鳥
白

同

龍
の
影

同

初
音

同

御

薄

茶

之

部

白
昔

価

金
七
両

好
詰

価

金
弐
両
壱
分

極
昔

同

金
五
両

好
極
揃

同

金
弐
両

別
儀
昔

同

金
三
両

間
詰

同

金
壱
両
二
分

別
儀

同

金
弐
両
三
分

極
揃

同

金
壱
両
壱
分

広
葉

同

金
弐
両
壱
分

吟
粉

同

金
壱
両

御

煎

茶

之

部

初
み
ど
り

価

金
四
両

友
白
髪

価

金
壱
両
三
分

雲
の
花

同

金
三
両
弐
分

白
折
鷹

同

金
壱
両
二
分

百
々
衡

同

奥
紅
葉

同

青
海
波

同

竹
印

同

玉
茗

同

金
三
両

花
橘

同

金
壱
両
一
分

初
真

同

綾
の
葉

同

八
重
霞

同

上
喜
撰

同

金
壱
両

深
み
ど
り

同

喜
選

同

金
三
分
二
朱

寿

同

金
弐
両
壱
分

雁
金

同

金
壱
分
二
朱

鷹
ノ
爪

同

え
り
葉

同

金
二
朱

以
上

以
上

洛

巽

宇

治

竹

田

紹

清
（
印
影
）

□資料17 竹田紹清引札①

( 39 )

□資料18 竹田紹清引札②（個人蔵「上林牛加家文書」）

御
茶
銘
目
録

御
濃
茶
之
部

半
一
袋

御
煎
茶
之
部

二
百
目

目
方
拾
匁
ニ
付

一
斤
ニ
付

初
昔

価
金
四
拾
銭

玉
露
製

後
昔

同

松
葉
の
緑

価
金
五
円

利
休
好

蔦
の
滴

同

四
円

綾
森
白

同

三
拾
銭

初
緑

同

二
円
八
拾
銭

玄
々
斎
好

雲
の
花

同

二
円
四
拾
銭

瀧
の
影

同

深
緑

同

二
円
二
拾
銭

小
松
白

同

青
海
波

同

二
円

宗
旦
好

玉
茗

同

若
森
白

同

二
拾
銭

折

宗
守
好

初
真

同

一
円
八
拾
銭

好
の
白

同

八
重
霞

同

初
花
大
祝

同

寿

同

一
円
六
拾
銭

う
ろ
こ
形

同

折

千
鳥
白

同

鷹
ノ
爪

同

小
さ
く
ら

同

同

祝
の
白

同

友
白
髪

同

一
円
四
拾
銭

一
文
字

同

同

ゆ
つ
り
葉

同

白
折
鷹

同

一
円
二
拾
銭

別
ニ
遠
州
好

奥
紅
葉

同

青
葉
白

同

四
拾
銭

竹
印

同

古
田
織
部
正
好

花
橘

同

八
拾
銭

面
影
の
白

同

綾
の
葉

同

金
森
宗
和
好

上
喜
撰

同

六
拾
銭

紅
葉
形
白

同

並
喜
撰

同

五
拾
銭

御
薄
茶
之
部

二
百
目

柴
舟

同

四
拾
銭

一
斤
ニ
付

朝
日

同

三
拾
銭

白
昔

価
金
五
円

雁
ケ
音

同

極
昔

同

四
円

別
儀
昔

同

二
円
四
拾
銭

別
儀

同

二
円
二
拾
銭

神
田
錦
町
一
丁
目
一
番
地

広
葉

同

一
円
八
拾
銭

鈴

木

金

次

郎

方

好
詰

同

好
極
揃

同

一
円
六
拾
銭

山
城
国
久
世
郡
宇
治
町

間
詰

同

一
円
二
拾
銭

竹

田

紹

清

極
揃

同

一
円

上
吟
粉

同

八
拾
銭

並
吟
粉

同

六
拾
銭

□資料18 竹田紹清引札②
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間
柄
で
あ
っ
た
。
そ
の
竹
田
家
は
、
茶
道
の
家
元
千
家
、
し
か
も
三
千

家
と
も
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
ま
た
竹
田
は
相
当
な
面
積
の
茶
園

を
保
有
し
て
お
り
、
松
寿
は
直
接
的
に
は
こ
の
竹
田
の
茶
園
の
管
理
経

営
と
そ
こ
で
の
製
茶
の
経
験
か
ら
、
そ
れ
も
お
そ
ら
く
は
幼
い
頃
か
ら

多
く
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
彼
は
、
精
密
な
草
花
の
写
生
図

を
多
数
の
こ
し
て
お
り
、
こ
と
植
物
に
つ
い
て
は
天
性
の
感
性
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

さ
て
、
引
札
②
（
資
料

）
に
あ
る
よ
う
に
、
竹
田
は
東
京
神
田
錦

18

町
の
鈴
木
金
次
郎
の
も
と
を
拠
点
に
営
業
を
し
て
い
た
。
鈴
木
邸
は
、

お
そ
ら
く
今
で
い
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
を
兼
ね

合
わ
せ
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
業
態
を
営
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。
東

京
で
の
暮
ら
し
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
第
一
番
目
の
連
絡
先
で
あ
っ
た

し
、
同
郷
や
関
係
者
も
し
ば
し
ば
こ
こ
を
訪
れ
、
顔
を
付
き
合
わ
せ
た

交
流
の
場
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ち
な
み
に
①
（
資
料

）
は
明
治
初
年
、

17

②
も
同
時
期
な
が
ら
数
年
後
、
松
寿
の
在
京
時
と
推
定
さ
れ
る
。
以
下
、

松
寿
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
か
ら
年
記
を
明
ら
か
に
す
る
宇
治
の
茶

商
の
も
の
を
順
に
四
点
あ
げ
る
。

上
林
三
入
の
引
札
（
資
料

）
は
、
銀
座
に
特
約
店
が
あ
っ
た
た
め

19

に
入
手
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
旧
御
茶
師
家
の
長
井
（
資

料

）
は
、
欄
外
に
記
さ
れ
る
「
旅
宿
日
本
橋
伊
勢
町

河
岸
八
番
地

21
河
内
屋
甚
蔵
」
を
定
宿
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
竹
田
も
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
宇
治
の
茶
商
は
出
先
の
宿
泊
先
を
営
業
所
と
し
て
販
売
活

動
を
し
た
。
松
阪
儀
右
衛
門
（
資
料

）
の
場
合
は
、
四
日
市
在
塩
浜

20

北
組
の
今
村
伝
五
郎
を
取
次
と
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
だ
け
で
、
こ

の
系
列
に
よ
る
東
京
で
の
活
動
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
ま
で
は
わ
か
ら
な

い
。
た
だ
、
身
分
や
立
場
が
ど
の
よ
う
で
あ
れ
、
宇
治
及
び
そ
周
辺
か

ら
直
接
、
間
接
的
に
江
戸
に
出
向
い
て
独
自
に
茶
の
販
売
に
関
わ
っ
た

人
は
相
当
数
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
お
の
ず
と
推
測
で
き
る
。□資料19 上林三入引札（個人蔵「上林牛加家文書」）

( 41 )

茶

名

価

記

一
斤
目
方

二
百
目

濃
茶

折
物

半
一
袋
目
方
十
匁

無
銘

金
弐
円
五
拾
銭

別
製
初
昔

金
五
拾
銭

初
み
と
り

同
弐
円

後
昔

白
折

同
一
円
五
拾
銭

初
む
か
し

同
三
拾
七
銭

折
鷹

同
一
円

後
む
か
し

同

山
吹

同
七
拾
五
銭

中
ノ
白

同
弐
拾
五
銭

別
製
玉
露

祝
む
か
し

同

碧
海

金
五
円

い

同

蓬
莱
園

同
四
円
五
拾
銭

ろ

同

麓
雫

同
四
円

幾
代
ノ
白

同

残
月

同
三
円
五
拾
銭

二
ノ
白

同
拾
九
銭

玉
露

三
ノ
白

同

徒
然

金
三
円

一
ノ
白

同

相
生

同

花
ノ
白

同

玉
簾

同
二
円
五
拾
銭

丸
ノ
白

同

清
風

同
二
円

祝
ノ
白

同

鷹
ノ
峯

同
壱
円
七
拾
五
銭

小
白

同

玉
露

同

白
鷹
爪

同

松
雪

同
一
円
五
拾
銭

薄
茶

友
白
髪

同
一
円
廿
五
銭

昔
詰

金
四
円

煎
茶

白
昔
詰

同
三
円
五
拾
銭

延
寿

金
一
円

極
詰

同

霜
の
花

同
九
拾
銭

別
儀
昔

同
三
円

花
橘

同

上
別
儀

同
弐
円
五
拾
銭

正
喜
撰

同
八
拾
銭

別
儀

同
弐
円

上
喜
撰

同
七
拾
銭

上
別
儀

同
弐
円
五
拾
銭

極
揃

同
一
円
五
拾
銭

間
詰

同
壱
円
卅
七
銭
五
厘

並
揃

同
一
円

山
城
宇
治

明
治
十
二
年
十
月
改

上

林

三

入

製

□資料19 上林三入引札

御

茶

銘

品

目

壱
斤
目
方

弐
百
目玉

露

御
濃
茶

半
袋
目
方

宇
治
司

金
三
円
五
十
銭

拾
文
目

駒
ノ
足
蔭

同
三
円

初
昔

金
三
拾
銭

仙
遊

同
二
円
五
十
銭

後
昔

同

冬
ノ
梅

同
二
円
廿
五
銭

祝
ノ
白

金
二
十
五
銭

朝
日
麓

同
壱
円
七
十
五
銭

宇
文
字

同

白
芽

同
一
円
五
十
銭

雲
ノ
花

同
壱
円
廿
五
銭

渓
ノ
音

同
壱
円

御
薄
茶

外
ニ
無
銘
種
々

極
詰

金
二
円
廿
五
銭

折
物

上
別
儀

金
二
円
十
銭

鷹
ノ
詰

金
壱
円
十
銭

別
儀

同
二
円

友
白
髪

同
壱
円

広
葉

同
一
円
五
十
銭

白
折

同
九
十
銭

上
間
詰

同
一
円
廿
五
銭

雁
ケ
音

同
四
十
銭

並
間
詰

同
一
円
十
銭

御
煎
茶

上
極
揃

同
一
円

霜
ノ
花

金
八
十
銭

極
揃

同
九
十
銭

正
喜
撰

同
六
十
五
銭

上
吟
粉

同
五
十
五
銭

喜
撰

同
五
十
銭

コ
ノ
ミ

同
四
十
銭

山
吹

同
三
十
五
銭

一
森

同
三
十
銭

川
柳

同
十
三
銭

山
富
貴
粉

同
八
銭

各
位
益
御
清
適
奉
拝
賀
候
、
陳
者
拙
者
義
今
般
銘
茶
精
々
廉
価
ニ
テ

売
捌
候
間
、
多
少
ヲ
不
論
御
購
求
之
程
偏
ニ
奉
希
候
、
以
上

明
治
十
六
年
九
月

山
城
国
久
世
郡
宇
治
町

銘
茶
売
捌
所

玉

露

園

松

阪

儀

右

衛

門
（
印
影
）

伊
勢
国
四
日
市
在
塩
浜
北
組

取

次

所

今

村

伝

五

郎
（
印
影
）

西
京
寺
町
蛸
薬
師
太
田
活
版
印
刷
所

□資料20 松阪儀右衛門引札
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間
柄
で
あ
っ
た
。
そ
の
竹
田
家
は
、
茶
道
の
家
元
千
家
、
し
か
も
三
千

家
と
も
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
ま
た
竹
田
は
相
当
な
面
積
の
茶
園

を
保
有
し
て
お
り
、
松
寿
は
直
接
的
に
は
こ
の
竹
田
の
茶
園
の
管
理
経

営
と
そ
こ
で
の
製
茶
の
経
験
か
ら
、
そ
れ
も
お
そ
ら
く
は
幼
い
頃
か
ら

多
く
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
彼
は
、
精
密
な
草
花
の
写
生
図

を
多
数
の
こ
し
て
お
り
、
こ
と
植
物
に
つ
い
て
は
天
性
の
感
性
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

さ
て
、
引
札
②
（
資
料

）
に
あ
る
よ
う
に
、
竹
田
は
東
京
神
田
錦

18

町
の
鈴
木
金
次
郎
の
も
と
を
拠
点
に
営
業
を
し
て
い
た
。
鈴
木
邸
は
、

お
そ
ら
く
今
で
い
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
を
兼
ね

合
わ
せ
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
業
態
を
営
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。
東

京
で
の
暮
ら
し
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
第
一
番
目
の
連
絡
先
で
あ
っ
た

し
、
同
郷
や
関
係
者
も
し
ば
し
ば
こ
こ
を
訪
れ
、
顔
を
付
き
合
わ
せ
た

交
流
の
場
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ち
な
み
に
①
（
資
料

）
は
明
治
初
年
、

17

②
も
同
時
期
な
が
ら
数
年
後
、
松
寿
の
在
京
時
と
推
定
さ
れ
る
。
以
下
、

松
寿
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
か
ら
年
記
を
明
ら
か
に
す
る
宇
治
の
茶

商
の
も
の
を
順
に
四
点
あ
げ
る
。

上
林
三
入
の
引
札
（
資
料

）
は
、
銀
座
に
特
約
店
が
あ
っ
た
た
め

19

に
入
手
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
旧
御
茶
師
家
の
長
井
（
資

料

）
は
、
欄
外
に
記
さ
れ
る
「
旅
宿
日
本
橋
伊
勢
町

河
岸
八
番
地

21
河
内
屋
甚
蔵
」
を
定
宿
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
竹
田
も
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
宇
治
の
茶
商
は
出
先
の
宿
泊
先
を
営
業
所
と
し
て
販
売
活

動
を
し
た
。
松
阪
儀
右
衛
門
（
資
料

）
の
場
合
は
、
四
日
市
在
塩
浜

20

北
組
の
今
村
伝
五
郎
を
取
次
と
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
だ
け
で
、
こ

の
系
列
に
よ
る
東
京
で
の
活
動
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
ま
で
は
わ
か
ら
な

い
。
た
だ
、
身
分
や
立
場
が
ど
の
よ
う
で
あ
れ
、
宇
治
及
び
そ
周
辺
か

ら
直
接
、
間
接
的
に
江
戸
に
出
向
い
て
独
自
に
茶
の
販
売
に
関
わ
っ
た

人
は
相
当
数
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
お
の
ず
と
推
測
で
き
る
。□資料19 上林三入引札（個人蔵「上林牛加家文書」）

( 41 )

茶

名

価

記

一
斤
目
方

二
百
目

濃
茶

折
物

半
一
袋
目
方
十
匁

無
銘

金
弐
円
五
拾
銭

別
製
初
昔

金
五
拾
銭

初
み
と
り

同
弐
円

後
昔

白
折

同
一
円
五
拾
銭

初
む
か
し

同
三
拾
七
銭

折
鷹

同
一
円

後
む
か
し

同

山
吹

同
七
拾
五
銭

中
ノ
白

同
弐
拾
五
銭

別
製
玉
露

祝
む
か
し

同

碧
海

金
五
円

い

同

蓬
莱
園

同
四
円
五
拾
銭

ろ

同

麓
雫

同
四
円

幾
代
ノ
白

同

残
月

同
三
円
五
拾
銭

二
ノ
白

同
拾
九
銭

玉
露

三
ノ
白

同

徒
然

金
三
円

一
ノ
白

同

相
生

同

花
ノ
白

同

玉
簾

同
二
円
五
拾
銭

丸
ノ
白

同

清
風

同
二
円

祝
ノ
白

同

鷹
ノ
峯

同
壱
円
七
拾
五
銭

小
白

同

玉
露

同

白
鷹
爪

同

松
雪

同
一
円
五
拾
銭

薄
茶

友
白
髪

同
一
円
廿
五
銭

昔
詰

金
四
円

煎
茶

白
昔
詰

同
三
円
五
拾
銭

延
寿

金
一
円

極
詰

同

霜
の
花

同
九
拾
銭

別
儀
昔

同
三
円

花
橘

同

上
別
儀

同
弐
円
五
拾
銭

正
喜
撰

同
八
拾
銭

別
儀

同
弐
円

上
喜
撰

同
七
拾
銭

上
別
儀

同
弐
円
五
拾
銭

極
揃

同
一
円
五
拾
銭

間
詰

同
壱
円
卅
七
銭
五
厘

並
揃

同
一
円

山
城
宇
治

明
治
十
二
年
十
月
改

上

林

三

入

製

□資料19 上林三入引札

御

茶

銘

品

目

壱
斤
目
方

弐
百
目玉

露

御
濃
茶

半
袋
目
方

宇
治
司

金
三
円
五
十
銭

拾
文
目

駒
ノ
足
蔭

同
三
円

初
昔

金
三
拾
銭

仙
遊

同
二
円
五
十
銭

後
昔

同

冬
ノ
梅

同
二
円
廿
五
銭

祝
ノ
白

金
二
十
五
銭

朝
日
麓

同
壱
円
七
十
五
銭

宇
文
字

同

白
芽

同
一
円
五
十
銭

雲
ノ
花

同
壱
円
廿
五
銭

渓
ノ
音

同
壱
円

御
薄
茶

外
ニ
無
銘
種
々

極
詰

金
二
円
廿
五
銭

折
物

上
別
儀

金
二
円
十
銭

鷹
ノ
詰

金
壱
円
十
銭

別
儀

同
二
円

友
白
髪

同
壱
円

広
葉

同
一
円
五
十
銭

白
折

同
九
十
銭

上
間
詰

同
一
円
廿
五
銭

雁
ケ
音

同
四
十
銭

並
間
詰

同
一
円
十
銭

御
煎
茶

上
極
揃

同
一
円

霜
ノ
花

金
八
十
銭

極
揃

同
九
十
銭

正
喜
撰

同
六
十
五
銭

上
吟
粉

同
五
十
五
銭

喜
撰

同
五
十
銭

コ
ノ
ミ

同
四
十
銭

山
吹

同
三
十
五
銭

一
森

同
三
十
銭

川
柳

同
十
三
銭

山
富
貴
粉

同
八
銭

各
位
益
御
清
適
奉
拝
賀
候
、
陳
者
拙
者
義
今
般
銘
茶
精
々
廉
価
ニ
テ

売
捌
候
間
、
多
少
ヲ
不
論
御
購
求
之
程
偏
ニ
奉
希
候
、
以
上

明
治
十
六
年
九
月

山
城
国
久
世
郡
宇
治
町

銘
茶
売
捌
所

玉

露

園

松

阪

儀

右

衛

門
（
印
影
）

伊
勢
国
四
日
市
在
塩
浜
北
組

取

次

所

今

村

伝

五

郎
（
印
影
）

西
京
寺
町
蛸
薬
師
太
田
活
版
印
刷
所

□資料20 松阪儀右衛門引札
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茶

銘

価

格

表

濃
茶
半
一
袋
目
方
十
匁

薄
茶
以
下
一
斤
目
方
二
百
目

濃
茶

煎
茶

初
む
か
し

折
鷹
製
之
部

後
む
か
し

各
金
三
拾
五
銭

碧

金
弐
円

雲
井
の
白

松
濤

同
壱
円
五
拾
銭

梅
の
白

瑞
雪

同
壱
円
弐
拾
銭

○

○

青
ノ
白

玉
露
製
之
部

勝
ノ
白

各
金
三
拾
銭

閑
雲

金
四
円

千
代
の
数
白

松
間
の
月

同
三
円

朝
日
ノ
白

醒
媒

同
弐
円
五
拾
銭

○

腋
風

同
弐
円

大
祝
ノ
白

仙
掌

同
壱
円
六
拾
銭

小
桜
の
白

香
露

同
壱
円
弐
拾
銭

祝
む
か
し

各
金
弐
拾
五
銭

○

小
松
ノ
白

普
通
煎
茶
製
之
部

祝｜
む
か
し

舎
リ
木

金
壱
円
弐
拾
銭

白

霜
の
花

同
壱
円

○

花
橘

同
八
拾
銭

薄
茶

正
喜
撰

同
七
拾
銭

極
昔

金
三
円
五
拾
銭

喜
撰

同
六
拾
銭

別
儀

同
弐
円
六
拾
銭

山
吹

同
四
拾
銭

若
葉

同
弐
円
三
拾
銭

正
広
葉

同
弐
円

以
下
省
之

広
葉

同
壱
円
六
拾
銭

清
吟

同
壱
円
弐
拾
銭

京
都
府
下
山
城
国
久
世
郡
茶
業
組
合
員

宇
治
町
製
造
販
売
人

明
治
十
七
年
八
月
改

長

井

藤

吾
（
印
）

寺
町
蛸
薬
師

太
田
印
刷

（
後
筆
）

「
旅
宿

日
本
橋
伊
勢
町

河
岸
八
番
地

河
内
屋
忠
蔵
」

□資料21 長井藤吾引札

□資料20 松阪儀右衛門引札（個人蔵「上林牛加家文書」）

□資料21 長井藤吾引札（個人蔵「上林牛加家文書」）
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茶

銘

価

記

壱
斤
目
方

弐
百
目

濃
茶

半
一
袋

煎
茶

目
方
十
匁

折
物
之
部

別
製

初
昔

金
四
拾
銭

無
銘

金
弐
円

後
昔

初
み
と
り

同
壱
円
五
拾
銭

初
む
か
し

同
三
拾
銭

白
折

同
壱
円
弐
拾
銭

後
む
か
し

同

折
鷹

同
八
拾
銭

中
の
白

同
弐
拾
三
銭

山
吹

同
六
拾
銭

祝
む
か
し

同

雁
ヶ
音

い

同

玉
露
別
製
之
部

ろ

同

碧
海

金
四
円
五
拾
銭

幾
代
ノ
白

同

蓬
莱
薗

同
四
円

二
ノ
白

同
弐
拾
銭

麓
雫

同
三
円
五
拾
銭

三
ノ
白

同

残
月

同
三
円

一
ノ
白

同

玉
露
製
之
部

花
ノ
白

同

徒
然

金
二
円
五
拾
銭

丸
ノ
白

同

相
生

同

祝
ノ
白

同

玉
簾

同
弐
円

小
白

同

清
風

同
壱
円
六
拾
銭

白
鷹
爪

同

鷹
ノ
峯

同
壱
円
四
拾
銭

薄
茶

玉
露

同

昔
詰

金
三
円
五
拾
銭

松
雪

同
壱
円
弐
拾
銭

白
昔
詰

同
三
円
弐
拾
銭

友
白
髪

同
壱
円
拾
銭

極
詰

同

延
寿

同
九
拾
銭

別
儀
昔

同
弐
円
七
拾
銭

煎
茶
製
之
部

上
別
儀

同
弐
円
三
拾
銭

松
濤

金
八
拾
銭

別
儀

同
壱
円
八
拾
銭

霜
の
花

同
七
拾
銭

広
葉

同
壱
円
六
拾
銭

花
橘

同

極
揃

同
壱
円
三
拾
銭

正
喜
撰

同
六
拾
銭

間
詰

同
壱
円
拾
銭

喜
撰

同
五
拾
銭

並
揃

同
八
拾
銭

朝
日

同
四
拾
銭

吟
茶

同
五
拾
銭

一
森

同
三
拾
五
銭

極
ノ
粉

同
壱
円
八
拾
銭

川
柳

粉
茶

同
六
拾
銭

京
都
府
下
山
城
国
久
世
郡

茶
業
組
合
員
宇
治
町

明
治
十
七
年
六
月

（
屋
号
）
上

林

三

入

製

〔
寺
町
蛸
薬
師

太
田

印
刷
〕

□資料22 上林三入引札

□資料22 上林三入引札（個人蔵「上林牛加家文書」）
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茶

銘

価

格

表

濃
茶
半
一
袋
目
方
十
匁

薄
茶
以
下
一
斤
目
方
二
百
目

濃
茶

煎
茶

初
む
か
し

折
鷹
製
之
部

後
む
か
し

各
金
三
拾
五
銭

碧

金
弐
円

雲
井
の
白

松
濤

同
壱
円
五
拾
銭

梅
の
白

瑞
雪

同
壱
円
弐
拾
銭

○

○

青
ノ
白

玉
露
製
之
部

勝
ノ
白

各
金
三
拾
銭

閑
雲

金
四
円

千
代
の
数
白

松
間
の
月

同
三
円

朝
日
ノ
白

醒
媒

同
弐
円
五
拾
銭

○

腋
風

同
弐
円

大
祝
ノ
白

仙
掌

同
壱
円
六
拾
銭

小
桜
の
白

香
露

同
壱
円
弐
拾
銭

祝
む
か
し

各
金
弐
拾
五
銭

○

小
松
ノ
白

普
通
煎
茶
製
之
部

祝｜
む
か
し

舎
リ
木

金
壱
円
弐
拾
銭

白

霜
の
花

同
壱
円

○

花
橘

同
八
拾
銭

薄
茶

正
喜
撰

同
七
拾
銭

極
昔

金
三
円
五
拾
銭

喜
撰

同
六
拾
銭

別
儀

同
弐
円
六
拾
銭

山
吹

同
四
拾
銭

若
葉

同
弐
円
三
拾
銭

正
広
葉

同
弐
円

以
下
省
之

広
葉

同
壱
円
六
拾
銭

清
吟

同
壱
円
弐
拾
銭

京
都
府
下
山
城
国
久
世
郡
茶
業
組
合
員

宇
治
町
製
造
販
売
人

明
治
十
七
年
八
月
改

長

井

藤

吾
（
印
）

寺
町
蛸
薬
師

太
田
印
刷

（
後
筆
）

「
旅
宿

日
本
橋
伊
勢
町

河
岸
八
番
地

河
内
屋
忠
蔵
」

□資料21 長井藤吾引札

□資料20 松阪儀右衛門引札（個人蔵「上林牛加家文書」）

□資料21 長井藤吾引札（個人蔵「上林牛加家文書」）
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茶

銘

価

記

壱
斤
目
方

弐
百
目

濃
茶

半
一
袋

煎
茶

目
方
十
匁

折
物
之
部

別
製

初
昔

金
四
拾
銭

無
銘

金
弐
円

後
昔

初
み
と
り

同
壱
円
五
拾
銭

初
む
か
し

同
三
拾
銭

白
折

同
壱
円
弐
拾
銭

後
む
か
し

同

折
鷹

同
八
拾
銭

中
の
白

同
弐
拾
三
銭

山
吹

同
六
拾
銭

祝
む
か
し

同

雁
ヶ
音

い

同

玉
露
別
製
之
部

ろ

同

碧
海

金
四
円
五
拾
銭

幾
代
ノ
白

同

蓬
莱
薗

同
四
円

二
ノ
白

同
弐
拾
銭

麓
雫

同
三
円
五
拾
銭

三
ノ
白

同

残
月

同
三
円

一
ノ
白

同

玉
露
製
之
部

花
ノ
白

同

徒
然

金
二
円
五
拾
銭

丸
ノ
白

同

相
生

同

祝
ノ
白

同

玉
簾

同
弐
円

小
白

同

清
風

同
壱
円
六
拾
銭

白
鷹
爪

同

鷹
ノ
峯

同
壱
円
四
拾
銭

薄
茶

玉
露

同

昔
詰

金
三
円
五
拾
銭

松
雪

同
壱
円
弐
拾
銭

白
昔
詰

同
三
円
弐
拾
銭

友
白
髪

同
壱
円
拾
銭

極
詰

同

延
寿

同
九
拾
銭

別
儀
昔

同
弐
円
七
拾
銭

煎
茶
製
之
部

上
別
儀

同
弐
円
三
拾
銭

松
濤

金
八
拾
銭

別
儀

同
壱
円
八
拾
銭

霜
の
花

同
七
拾
銭

広
葉

同
壱
円
六
拾
銭

花
橘

同

極
揃

同
壱
円
三
拾
銭

正
喜
撰

同
六
拾
銭

間
詰

同
壱
円
拾
銭

喜
撰

同
五
拾
銭

並
揃

同
八
拾
銭

朝
日

同
四
拾
銭

吟
茶

同
五
拾
銭

一
森

同
三
拾
五
銭

極
ノ
粉

同
壱
円
八
拾
銭

川
柳

粉
茶

同
六
拾
銭

京
都
府
下
山
城
国
久
世
郡

茶
業
組
合
員
宇
治
町

明
治
十
七
年
六
月

（
屋
号
）
上

林

三

入

製

〔
寺
町
蛸
薬
師

太
田

印
刷
〕

□資料22 上林三入引札

□資料22 上林三入引札（個人蔵「上林牛加家文書」）
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明
治
十
一
年
改
判

御

茶

名

表

弐
百
目
壱
斤

濃
茶

目
方
拾
匁
ニ
付

玉
露
製

初
昔

三
拾
銭

松
翠

四
円

後
昔

三
拾
銭

玉
艶

三
円
三
拾
銭

大
祝

廿
五
銭

玉
緑

弐
円
八
拾
銭

祝
ノ
白

廿
五
銭

舞
鶴

弐
円
四
拾
銭

綾
ノ
森

廿
銭

八
重
霞

弐
円

薄
茶

亀
齢

壱
円
七
拾
銭

極
詰

三
円

玉
簾

壱
円
五
拾
銭

別
儀

弐
円
五
拾
銭

松
ノ
声

壱
円
三
拾
銭

広
葉

弐
円

露
ノ
花

壱
円
拾
銭

上
吟

壱
円
八
拾
銭

煎
茶

好
昔

壱
円
五
拾
銭

相
生

壱
円

好
揃

壱
円
三
拾
銭

小
島
崎

八
拾
銭

極
揃

壱
円
廿
銭

池
ノ
尾

七
拾
銭

頭
葉

花
橘

六
拾
銭

蒼
雪

三
円
五
拾
銭

正
喜
撰

五
拾
銭

清
風

弐
円
八
拾
銭

霜
ノ
花

四
拾
銭

松
濤

弐

三
拾
銭

山
吹

三
拾
銭

折
物

朝
日

廿
五
銭

初
鷹

弐
円
五
拾
銭

川
柳

廿
銭

友
白
髪

弐
円

花
香

廿
銭

白
折

壱
円
三
拾
銭宇

治
木
幡

松

尾

太

右

衛

門

□資料23 松尾太右衛門引札

□資料23 松尾太右衛門引札（収蔵資料№1407）

松
寿
が
集
め
た
引
札
に
、
館
蔵
の
松
尾
太
右
衛
門
（
木
幡
）
を
加
え

て
、
宇
治
関
係
茶
商
の
価
格
を
次
表
に
ま
と
め
て
お
く
。

と
こ
ろ
で
、
商
品
と
し
て
の
茶
が
ど
の
よ
う
に
流
通
し
た
の
か
、
ど

ん
な
仕
組
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
わ
か
り
や
す

い
事
例
に
出
会
え
て
い
な
い
。
大
坂
で
は
宇
治
田
原
の
茶
問
屋
が
独
自

に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
し
め
す
複
数
の
引
札
に
出
く
わ
し
た
が
、
大

坂
に
し
ろ
、
京
都
に
し
ろ
、
関
西
圏
に
江
戸
周
辺
で
生
産
さ
れ
た
茶
が

流
通
す
る
こ
と
は
ま
ず
考
え
に
く
い
。
ま
た
大
坂
の
店
舗
に
し
ば
し
ば

登
場
し
た
日
向
茶
も
、そ
れ
は
日
向
で
生
産
さ
れ
た
茶
と
い
う
よ
り
も
、

大
安
売
り
や
見
切
り
品
の
代
名
詞
と
い
っ
た
印
象
が
強
く
、
ほ
ぼ
そ
う

い
う
意
味
合
い
で
通
用
し
た
名
称
と
見
る
方
が
妥
当
な
よ
う
に
思
え

る
。た

だ
、
街
中
の
一
軒
の
小
売
店
で
は
さ
ほ
ど
多
く
の
在
庫
を
か
か
え

込
む
は
ず
は
な
い
。
だ
か
ら
、
先
に
み
た
川
崎
喜
兵
衛
（
大
坂
⑨
、
資

料

）
の
店
舗
の
よ
う
に
、
ざ
っ
と
茶
銘
を
並
べ
る
タ
イ
プ
は
、
す
べ

15
て
の
銘
柄
を
常
時
準
備
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
店
が
入
荷

( 45 )

種別 竹田紹清② 松尾太右衛門 上林三入 松阪儀右衛門 上林三入 長井藤吉

濃茶 濃茶 濃茶 濃茶 濃茶

20銭～40銭 20銭～30銭 19銭～50銭 25銭～30銭 20銭～40銭 25銭～35銭

薄茶 薄茶 薄茶 薄茶 薄茶

60銭～5円 1円 2 0銭 ～ 3 1円～4円 40銭～2円25 50銭～3円50 1円 2 0銭 ～ 3

円 銭 銭 円50銭

折物 1円20銭 頭葉 75銭～2円50銭 40銭～1円10銭 60銭～2円 折鷹製

～1円80銭 2円30銭 1円20銭～2円

～3円50銭

折物

1円30銭

～2円50銭

煎茶 30銭～1円60銭 20銭～1円 70銭～1円 8銭～80銭 35銭～80銭 普通煎茶製

40銭～1円20銭

玉露 玉露製 玉露別製 玉露別製 玉露製

2円～5円 1円10銭～4円 3円50銭～5円 1円～3円50銭 3円～4円50銭 1円20銭～4円

玉露製 玉露製

1円25銭～3円 90銭～2円50銭

■宇治の茶価比較表

で
き
る
最
大
限
の
一
覧
を
示
す
も
の
と
い
っ
た
理
解
で
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
実
は
そ
う
し
た
傾
向
と
事
情
を
推
察
さ
せ
る
事
例
は
、
京
都
市

中
の
店
舗
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
も
っ
と
も
端
的
な
一
例
が
、

値
段
の
高
下
も
関
係
な
く
単
純
に
茶
銘
を
並
べ
る
、
次
の
小
山
伊
兵
衛

の
店
舗
の
場
合
で
あ
る
。

京
都

小
山
伊
兵
衛

濃
茶
と
薄
茶
の
銘
柄
を
「
品
々
」
と
省
略
し
な
が
ら
、
「
御
煎
茶
」

に
は
な
ん
と
七
〇
を
超
え
る
茶
銘
を
列
記
す
る
。
煎
茶
に
つ
い
て
い
か

に
充
実
し
た
品
揃
え
を
誇
る
店
な
の
か
、
そ
れ
を
宣
伝
す
る
こ
と
が
目

的
と
思
わ
れ
る
。
館
蔵
品
で
は
な
い
が
、
濃
茶
・
薄
茶
の
詳
細
を
記
し

た
も
の
や
、
一
部
の
煎
茶
銘
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
同
店
の
別
の
引
札
も

確
認
し
て
い
る
（
共
栄
製
茶
蔵
）
。
同
じ
店
で
も
価
格
表
を
使
い
分
け

る
、
も
ち
ろ
ん
現
在
も
あ
た
り
ま
え
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
そ

れ
が
す
で
に
江
戸
時
代
に
あ
っ
た
わ
け
だ
。

こ
の
種
の
引
札
も
様
式
と
し
て
は
画
一
的
で
同
質
な
の
だ
が
、
地
域

や
店
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
反
映
し
た
体
裁
を
示
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
だ
が
、
も
と
も
と
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
る
茶
は
、
宇
治
を
起

点
と
す
る
ス
タ
イ
ル
が
ベ
ー
ス
に
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
す
な

わ
ち
濃
茶
・
薄
茶
の
セ
ッ
ト
と
「
煎
茶
」
、
こ
の
大
き
く
二
手
に
分
類

し
て
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
は
明
ら
か

で
あ
る
。
前
掲
の
竹
田
の
例
は
ま
さ
に
標
準
的
な
一
つ
と
と
ら
え
て
よ

い
と
思
う
。

小
山
伊
兵
衛
の
値
段
表
に
、
濃
茶
・
薄
茶
煎
茶
と
い
う
部
類
の
別
は

な
い
。
茶
銘
を
価
格
ご
と
に
並
べ
替
え
、
そ
れ
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
と

（  44  ）
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明
治
十
一
年
改
判

御

茶

名

表

弐
百
目
壱
斤

濃
茶

目
方
拾
匁
ニ
付

玉
露
製

初
昔

三
拾
銭

松
翠

四
円

後
昔

三
拾
銭

玉
艶

三
円
三
拾
銭

大
祝

廿
五
銭

玉
緑

弐
円
八
拾
銭

祝
ノ
白

廿
五
銭

舞
鶴

弐
円
四
拾
銭

綾
ノ
森

廿
銭

八
重
霞

弐
円

薄
茶

亀
齢

壱
円
七
拾
銭

極
詰

三
円

玉
簾

壱
円
五
拾
銭

別
儀

弐
円
五
拾
銭

松
ノ
声

壱
円
三
拾
銭

広
葉

弐
円

露
ノ
花

壱
円
拾
銭

上
吟

壱
円
八
拾
銭

煎
茶

好
昔

壱
円
五
拾
銭

相
生

壱
円

好
揃

壱
円
三
拾
銭

小
島
崎

八
拾
銭

極
揃

壱
円
廿
銭

池
ノ
尾

七
拾
銭

頭
葉

花
橘

六
拾
銭

蒼
雪

三
円
五
拾
銭

正
喜
撰

五
拾
銭

清
風

弐
円
八
拾
銭

霜
ノ
花

四
拾
銭

松
濤

弐

三
拾
銭

山
吹

三
拾
銭

折
物

朝
日

廿
五
銭

初
鷹

弐
円
五
拾
銭

川
柳

廿
銭

友
白
髪

弐
円

花
香

廿
銭

白
折

壱
円
三
拾
銭宇

治
木
幡

松

尾

太

右

衛

門

□資料23 松尾太右衛門引札

□資料23 松尾太右衛門引札（収蔵資料№1407）

松
寿
が
集
め
た
引
札
に
、
館
蔵
の
松
尾
太
右
衛
門
（
木
幡
）
を
加
え

て
、
宇
治
関
係
茶
商
の
価
格
を
次
表
に
ま
と
め
て
お
く
。

と
こ
ろ
で
、
商
品
と
し
て
の
茶
が
ど
の
よ
う
に
流
通
し
た
の
か
、
ど

ん
な
仕
組
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
わ
か
り
や
す

い
事
例
に
出
会
え
て
い
な
い
。
大
坂
で
は
宇
治
田
原
の
茶
問
屋
が
独
自

に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
し
め
す
複
数
の
引
札
に
出
く
わ
し
た
が
、
大

坂
に
し
ろ
、
京
都
に
し
ろ
、
関
西
圏
に
江
戸
周
辺
で
生
産
さ
れ
た
茶
が

流
通
す
る
こ
と
は
ま
ず
考
え
に
く
い
。
ま
た
大
坂
の
店
舗
に
し
ば
し
ば

登
場
し
た
日
向
茶
も
、そ
れ
は
日
向
で
生
産
さ
れ
た
茶
と
い
う
よ
り
も
、

大
安
売
り
や
見
切
り
品
の
代
名
詞
と
い
っ
た
印
象
が
強
く
、
ほ
ぼ
そ
う

い
う
意
味
合
い
で
通
用
し
た
名
称
と
見
る
方
が
妥
当
な
よ
う
に
思
え

る
。た

だ
、
街
中
の
一
軒
の
小
売
店
で
は
さ
ほ
ど
多
く
の
在
庫
を
か
か
え

込
む
は
ず
は
な
い
。
だ
か
ら
、
先
に
み
た
川
崎
喜
兵
衛
（
大
坂
⑨
、
資

料

）
の
店
舗
の
よ
う
に
、
ざ
っ
と
茶
銘
を
並
べ
る
タ
イ
プ
は
、
す
べ

15
て
の
銘
柄
を
常
時
準
備
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
店
が
入
荷

( 45 )

種別 竹田紹清② 松尾太右衛門 上林三入 松阪儀右衛門 上林三入 長井藤吉

濃茶 濃茶 濃茶 濃茶 濃茶

20銭～40銭 20銭～30銭 19銭～50銭 25銭～30銭 20銭～40銭 25銭～35銭

薄茶 薄茶 薄茶 薄茶 薄茶

60銭～5円 1円 2 0銭 ～ 3 1円～4円 40銭～2円25 50銭～3円50 1円 2 0銭 ～ 3

円 銭 銭 円50銭

折物 1円20銭 頭葉 75銭～2円50銭 40銭～1円10銭 60銭～2円 折鷹製

～1円80銭 2円30銭 1円20銭～2円

～3円50銭

折物

1円30銭

～2円50銭

煎茶 30銭～1円60銭 20銭～1円 70銭～1円 8銭～80銭 35銭～80銭 普通煎茶製

40銭～1円20銭

玉露 玉露製 玉露別製 玉露別製 玉露製

2円～5円 1円10銭～4円 3円50銭～5円 1円～3円50銭 3円～4円50銭 1円20銭～4円

玉露製 玉露製

1円25銭～3円 90銭～2円50銭

■宇治の茶価比較表

で
き
る
最
大
限
の
一
覧
を
示
す
も
の
と
い
っ
た
理
解
で
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
実
は
そ
う
し
た
傾
向
と
事
情
を
推
察
さ
せ
る
事
例
は
、
京
都
市

中
の
店
舗
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
も
っ
と
も
端
的
な
一
例
が
、

値
段
の
高
下
も
関
係
な
く
単
純
に
茶
銘
を
並
べ
る
、
次
の
小
山
伊
兵
衛

の
店
舗
の
場
合
で
あ
る
。

京
都

小
山
伊
兵
衛

濃
茶
と
薄
茶
の
銘
柄
を
「
品
々
」
と
省
略
し
な
が
ら
、
「
御
煎
茶
」

に
は
な
ん
と
七
〇
を
超
え
る
茶
銘
を
列
記
す
る
。
煎
茶
に
つ
い
て
い
か

に
充
実
し
た
品
揃
え
を
誇
る
店
な
の
か
、
そ
れ
を
宣
伝
す
る
こ
と
が
目

的
と
思
わ
れ
る
。
館
蔵
品
で
は
な
い
が
、
濃
茶
・
薄
茶
の
詳
細
を
記
し

た
も
の
や
、
一
部
の
煎
茶
銘
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
同
店
の
別
の
引
札
も

確
認
し
て
い
る
（
共
栄
製
茶
蔵
）
。
同
じ
店
で
も
価
格
表
を
使
い
分
け

る
、
も
ち
ろ
ん
現
在
も
あ
た
り
ま
え
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
そ

れ
が
す
で
に
江
戸
時
代
に
あ
っ
た
わ
け
だ
。

こ
の
種
の
引
札
も
様
式
と
し
て
は
画
一
的
で
同
質
な
の
だ
が
、
地
域

や
店
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
反
映
し
た
体
裁
を
示
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
だ
が
、
も
と
も
と
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
る
茶
は
、
宇
治
を
起

点
と
す
る
ス
タ
イ
ル
が
ベ
ー
ス
に
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
す
な

わ
ち
濃
茶
・
薄
茶
の
セ
ッ
ト
と
「
煎
茶
」
、
こ
の
大
き
く
二
手
に
分
類

し
て
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
は
明
ら
か

で
あ
る
。
前
掲
の
竹
田
の
例
は
ま
さ
に
標
準
的
な
一
つ
と
と
ら
え
て
よ

い
と
思
う
。

小
山
伊
兵
衛
の
値
段
表
に
、
濃
茶
・
薄
茶
煎
茶
と
い
う
部
類
の
別
は

な
い
。
茶
銘
を
価
格
ご
と
に
並
べ
替
え
、
そ
れ
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
と

（  45  ）



( 46 )

価格 茶 銘 価格 茶 銘

3匁5分 政所① 12匁 千代緑･蘭･花薗･雁金･朝朗･

3匁6分 梨蒸 菊水･初花

4匁 信楽①･政所② 13匁 高雄･花橘･亀の江

5匁 青山･笠取 14匁 初雪

5匁5分 一森･川柳 15匁 栂尾･花葛･松ノ尾･嬉シ野

6匁 信楽②･朝日･白菊･政所③･ 16匁 夏峯

白梅･冬梅･老楽･和田の原 17匁 園梅

7匁 鷺川･春風 18匁 折鷹･山の端

7匁6分 薄紅葉 20匁 陸葉･瀧音･鷹爪･舞鶴･松ノ浪

8匁 山吹･喜撰･永仙･越渓･旭山･ ･霜ノ花･枸杞

若緑･玉椿･千鳥 21匁5分 寿極製･木陰

9匁 虎真 23匁 若草･早苗･奥の山

10匁 喜撰･初緑･朝顔･養老･青柳･ 25匁 万代極製･白折･友白髪

湖水･寿･萩の下･我庵･浜萩･ 30匁 しらゆう

千歳･未明･寝覚

■小山伊兵衛の茶価（価格順）

御

濃

茶

品
々

御

薄

茶

御

煎

茶

改
壱
斤
ニ
付
直
段

信
楽

四
匁

三
匁
五
分

六
匁

政
所

四
匁

一
森

五
匁
五
分

六
匁

山
吹

八
匁

梨
蒸

三
匁
六
分

喜
撰

八
匁

白
梅

六
匁

十
匁

青
山

五
匁

初
緑

拾
匁

笠
取

五
匁

朝
日

六
匁

雁
金

拾
二
匁

折
鷹

拾
八
匁

越
渓

八
匁

鷺
川

七
匁

旭
山

八
匁

高
雄

拾
三
匁

冬
梅

六
匁

栂
尾

拾
五
匁

花
橘

拾
三
匁

薄
紅
葉

七
匁
六
分

濱
萩

拾
三
匁

朝
顔

拾
匁

朝
朗

拾
二
匁

養
老

拾
匁

菊
水

拾
二
匁

青
柳

拾
匁

春
風

七
匁

松
ノ
尾

拾
五
匁

千
歳

拾
匁

永
仙

八
匁

若
緑

八
匁

千
代
緑

拾
二
匁

未
明

拾
匁

湖
水

拾
匁

花
葛

拾
五
匁

虎
真

九
匁

初
花

拾
二
匁

白
菊

六
匁

園
梅

拾
七
匁

山
の
端

拾
八
匁

夏
峯

拾
六
匁

陸
葉

二
拾
匁

舞
鶴

弐
拾
匁

滝
音

弐
拾
匁

老
楽

六
匁

寿

拾
匁

川
柳

五
匁
五
分

同
極
製

銀
五
両

和
田
の
原

六
匁

万
代
同

銀
二
拾
五
匁

玉
椿

八
匁

鷹
爪

二
拾
匁

木
陰

廿
一
匁
五
分

若
草

二
拾
三
匁

松
ノ
浪

二
拾
匁

蘭

拾
二
匁

霜
ノ
花

二
拾
匁

萩
の
下

拾
匁

亀
の
江

拾
三
匁

初
雪

拾
四
匁

千
鳥

八
匁

花
薗

拾
二
匁

枸
杞

二
拾
匁

我
庵

拾
匁

嬉
シ
野

拾
五
匁

白
折

二
拾
五
匁

友
白
髪

廿
五
匁

早
苗

二
拾
三
匁

寝
覚

拾
匁

し
ら
ゆ
ふ

三
拾
匁

奥
の
山

廿
三
匁

御
用

京
都
烏
丸
通
二
条
上
ル
東
側
北
寄

御

茶

所

小

山

伊

兵

衛
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推
測
さ
れ
る
、
江
戸
や
大
坂
で
み
た
の
と
同
様
の
茶
銘
を
下
線
で
示
し

て
み
た
。
小
山
の
顧
客
た
ち
に
は
茶
銘
だ
け
で
そ
の
種
別
が
理
解
で
き

た
と
思
わ
れ
る
。

京
都

美
濃
屋
忠
兵
衛

明
治
一
〇
年
代
の
宇
治
の
茶
商
た
ち
の
価
格
表
に
話
を
戻
す
と
、
こ

れ
ら
は
上
下
二
段
の
比
較
的
そ
ろ
っ
た
様
式
と
な
っ
て
い
る
。
竹
田
や

三
入
の
事
例
が
下
敷
き
に
な
っ
た
こ
と
は
お
お
よ
そ
見
当
が
つ
く
。
こ

の
よ
う
に
見
か
け
が
そ
ろ
う
の
は
、
扱
う
商
品
の
質
も
ほ
ぼ
均
一
と
み

て
間
違
い
な
い
と
思
う
。
先
に
あ
げ
た
四
例
の
う
ち
上
林
三
入
が
二
点
、

と
も
に
煎
茶
の
先
頭
は
、
「
折
物
」
を
置
く
。
長
井
は
そ
れ
を
「
折
鷹

製
」
と
し
、
松
尾
の
表
に
「
頭
葉
」
と
し
て
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
の
は
お

そ
ら
く
葉
物
つ
ま
り
煎
茶
飲
用
の
た
め
の
碾
茶
葉
の
呼
称
で
あ
る
。

と
り
わ
け
三
入
は
玉
露
に
「
別
製
」
を
設
け
る
が
、
さ
て
こ
の
時
期

の
玉
露
の
「
別
製
」
と
は
い
っ
た
い
何
を
、
ど
ん
な
品
質
や
体
裁
を
さ

す
も
の
な
の
か
、
こ
れ
だ
け
で
は
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、

こ
の
「
別
製
」
が
か
え
っ
て
値
を
下
げ
て
い
る
こ
と
と
、
全
般
的
に
価

格
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
全
体
と
し
て
い
か
に
も
じ
り
貧
状
態
に
あ
る
、

そ
ん
な
印
象
を
漂
わ
せ
る
の
が
気
に
か
か
る
。
実
際
に
変
化
は
起
き
て

い
た
。
京
都
市
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
柳
馬
場
通
綾
小
路
下
ル
西
側

の
美
濃
部
忠
兵
衛
茶
舗
を
の
ぞ
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

美
濃
部
忠
兵
衛
引
札
四
点
の
う
ち
の
③
が
上
林
松
寿
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
、
ほ
か
は
本
館
蔵
で
あ
る
。
ま
ず
表
題
を
「
御
茶
銘
目
録
」
と
す
る

①
の
甲
子
、
②
の
己
巳
は
そ
れ
ぞ
れ
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
と
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
で
、
一
斤
を
二
〇
〇
匁
と
す
る
価
格
で
あ
る
。

□資料25 美濃部忠兵衛引札①（収蔵資料№199-1）

（  46  ）



( 46 )

価格 茶 銘 価格 茶 銘

3匁5分 政所① 12匁 千代緑･蘭･花薗･雁金･朝朗･

3匁6分 梨蒸 菊水･初花

4匁 信楽①･政所② 13匁 高雄･花橘･亀の江

5匁 青山･笠取 14匁 初雪

5匁5分 一森･川柳 15匁 栂尾･花葛･松ノ尾･嬉シ野

6匁 信楽②･朝日･白菊･政所③･ 16匁 夏峯

白梅･冬梅･老楽･和田の原 17匁 園梅

7匁 鷺川･春風 18匁 折鷹･山の端

7匁6分 薄紅葉 20匁 陸葉･瀧音･鷹爪･舞鶴･松ノ浪

8匁 山吹･喜撰･永仙･越渓･旭山･ ･霜ノ花･枸杞

若緑･玉椿･千鳥 21匁5分 寿極製･木陰

9匁 虎真 23匁 若草･早苗･奥の山

10匁 喜撰･初緑･朝顔･養老･青柳･ 25匁 万代極製･白折･友白髪

湖水･寿･萩の下･我庵･浜萩･ 30匁 しらゆう

千歳･未明･寝覚

■小山伊兵衛の茶価（価格順）

御

濃

茶

品
々

御

薄

茶

御

煎

茶

改
壱
斤
ニ
付
直
段

信
楽

四
匁

三
匁
五
分

六
匁

政
所

四
匁

一
森

五
匁
五
分

六
匁

山
吹

八
匁

梨
蒸

三
匁
六
分

喜
撰

八
匁

白
梅

六
匁

十
匁

青
山

五
匁

初
緑

拾
匁

笠
取

五
匁

朝
日

六
匁

雁
金

拾
二
匁

折
鷹

拾
八
匁

越
渓

八
匁

鷺
川

七
匁

旭
山

八
匁

高
雄

拾
三
匁

冬
梅

六
匁

栂
尾

拾
五
匁

花
橘

拾
三
匁

薄
紅
葉

七
匁
六
分

濱
萩

拾
三
匁

朝
顔

拾
匁

朝
朗

拾
二
匁

養
老

拾
匁

菊
水

拾
二
匁

青
柳

拾
匁

春
風

七
匁

松
ノ
尾

拾
五
匁

千
歳

拾
匁

永
仙

八
匁

若
緑

八
匁

千
代
緑

拾
二
匁

未
明

拾
匁

湖
水

拾
匁

花
葛

拾
五
匁

虎
真

九
匁

初
花

拾
二
匁

白
菊

六
匁

園
梅

拾
七
匁

山
の
端

拾
八
匁

夏
峯

拾
六
匁

陸
葉

二
拾
匁

舞
鶴

弐
拾
匁

滝
音

弐
拾
匁

老
楽

六
匁

寿

拾
匁

川
柳

五
匁
五
分

同
極
製

銀
五
両

和
田
の
原

六
匁

万
代
同

銀
二
拾
五
匁

玉
椿

八
匁

鷹
爪

二
拾
匁

木
陰

廿
一
匁
五
分

若
草

二
拾
三
匁

松
ノ
浪

二
拾
匁

蘭

拾
二
匁

霜
ノ
花

二
拾
匁

萩
の
下

拾
匁

亀
の
江

拾
三
匁

初
雪

拾
四
匁

千
鳥

八
匁

花
薗

拾
二
匁

枸
杞

二
拾
匁

我
庵

拾
匁

嬉
シ
野

拾
五
匁

白
折

二
拾
五
匁

友
白
髪

廿
五
匁

早
苗

二
拾
三
匁

寝
覚

拾
匁

し
ら
ゆ
ふ

三
拾
匁

奥
の
山

廿
三
匁

御
用

京
都
烏
丸
通
二
条
上
ル
東
側
北
寄

御

茶

所

小

山

伊

兵

衛
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推
測
さ
れ
る
、
江
戸
や
大
坂
で
み
た
の
と
同
様
の
茶
銘
を
下
線
で
示
し

て
み
た
。
小
山
の
顧
客
た
ち
に
は
茶
銘
だ
け
で
そ
の
種
別
が
理
解
で
き

た
と
思
わ
れ
る
。

京
都

美
濃
屋
忠
兵
衛

明
治
一
〇
年
代
の
宇
治
の
茶
商
た
ち
の
価
格
表
に
話
を
戻
す
と
、
こ

れ
ら
は
上
下
二
段
の
比
較
的
そ
ろ
っ
た
様
式
と
な
っ
て
い
る
。
竹
田
や

三
入
の
事
例
が
下
敷
き
に
な
っ
た
こ
と
は
お
お
よ
そ
見
当
が
つ
く
。
こ

の
よ
う
に
見
か
け
が
そ
ろ
う
の
は
、
扱
う
商
品
の
質
も
ほ
ぼ
均
一
と
み

て
間
違
い
な
い
と
思
う
。
先
に
あ
げ
た
四
例
の
う
ち
上
林
三
入
が
二
点
、

と
も
に
煎
茶
の
先
頭
は
、
「
折
物
」
を
置
く
。
長
井
は
そ
れ
を
「
折
鷹

製
」
と
し
、
松
尾
の
表
に
「
頭
葉
」
と
し
て
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
の
は
お

そ
ら
く
葉
物
つ
ま
り
煎
茶
飲
用
の
た
め
の
碾
茶
葉
の
呼
称
で
あ
る
。

と
り
わ
け
三
入
は
玉
露
に
「
別
製
」
を
設
け
る
が
、
さ
て
こ
の
時
期

の
玉
露
の
「
別
製
」
と
は
い
っ
た
い
何
を
、
ど
ん
な
品
質
や
体
裁
を
さ

す
も
の
な
の
か
、
こ
れ
だ
け
で
は
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、

こ
の
「
別
製
」
が
か
え
っ
て
値
を
下
げ
て
い
る
こ
と
と
、
全
般
的
に
価

格
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
全
体
と
し
て
い
か
に
も
じ
り
貧
状
態
に
あ
る
、

そ
ん
な
印
象
を
漂
わ
せ
る
の
が
気
に
か
か
る
。
実
際
に
変
化
は
起
き
て

い
た
。
京
都
市
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
柳
馬
場
通
綾
小
路
下
ル
西
側

の
美
濃
部
忠
兵
衛
茶
舗
を
の
ぞ
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

美
濃
部
忠
兵
衛
引
札
四
点
の
う
ち
の
③
が
上
林
松
寿
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
、
ほ
か
は
本
館
蔵
で
あ
る
。
ま
ず
表
題
を
「
御
茶
銘
目
録
」
と
す
る

①
の
甲
子
、
②
の
己
巳
は
そ
れ
ぞ
れ
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
と
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
で
、
一
斤
を
二
〇
〇
匁
と
す
る
価
格
で
あ
る
。

□資料25 美濃部忠兵衛引札①（収蔵資料№199-1）
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③
・
④
は
、
①
・
②
が
和
紙
に
木
版
印
刷
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
洋
紙

に
活
版
印
刷
と
な
る
。
表
題
も
「
御
茶
銘
録
並
価
表
」
と
か
わ
り
、
一

斤
＝
一
六
〇
匁
で
通
貨
は
円
と
な
る
。
③
は
東
京
上
野
の
有
助
軒
を
売

捌
所
と
す
る
も
の
で
、
明
治
一
〇
年
代
半
ば
あ
た
り
の
ち
ょ
う
ど
資
料

が
少
な
い
時
期
を
埋
め
て
く
れ
る
。
ち
な
み
に
④
は
明
治
三
〇
年
頃
と

踏
ん
で
い
る
。

甲
子
五
月
改

二
百
目
壱
斤

御

茶

銘

目

録

御
濃
茶

御
薄
代
銀

極
上
麓
之
森

上
別
儀

壱
斤

六
拾
匁

代
銀
半
一
袋
八
匁

挽
拾
匁
三
匁
五
分

挽

八
匁
七
分

別
儀

五
拾
匁

同

初
昔

三
匁

半
一
袋
六
匁

広
葉

三
拾
九
匁

挽

六
匁
七
分

二
匁
四
分
五

同

祝
之
白

上
極
揃

三
拾
五
匁

半
一
袋
五
匁

二
匁
壱
分
五

挽

五
匁
七
分

極
揃

廿
七
匁

壱
匁
八
分
五

御

煎

茶

綾
か
雫

百
五
拾
匁

綾
之
友

百
五
拾
匁

花

八
拾
八
匁

翁

八
拾
八
匁

麓
之
雫

百
匁

蟠
龍

八
拾
八
匁

え
ら
み

六
拾
五
匁

久
保
花

七
拾
五
匁

ゆ
つ
り
葉

五
拾
匁

極
折

七
拾
五
匁

雲
か
花

四
拾
八
匁

都
之
友

六
拾
八
匁

み
と
り

五
拾
八
匁

初
折

六
拾
匁

若
撰

四
拾
八
匁

友
白
髪

四
拾
匁

白
折

五
拾
匁

松
之
浪

三
拾
八
匁

綾
之
代

三
拾
八
匁

折
鷹

三
拾
二
匁

霜
花

三
拾
二
匁

寒
芦

三
拾
二
匁

花
橘

三
拾
匁

万
代

廿
八
匁

初
緑

廿
七
匁

池
之
尾

廿
七
匁

生
喜
撰

廿
五
匁

喜
撰

二
拾
匁

寿

廿
三
匁
五
分

和
田
原

拾
六
匁

山
吹

拾
八
匁

一
森

拾
二
匁

京
柳
馬
場
通
綾
小
路
下
西
側

御

用

御

茶

所

美

濃

部

忠

兵

衛

□資料25 美濃部忠兵衛引札①
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己
巳
七
月
改

二
百
目
壱
斤

御

茶

銘

目

録

御
濃
茶

御
薄
代
金

極
上
麓
之
森

壱
斤
ニ
付

半
一
袋
ニ
付

上
別
儀

壱
両
三
歩

代
金

百
廿
五
疋

別
儀

壱
両
二
歩

同

初
昔

広
葉

壱
両

同

百
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□資料26 美濃部忠兵衛引札②
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□資料27 美濃部忠兵衛引札③

①
・
②
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
こ
で
言
う
宇
治
・
京
都
型
引
札
の

典
型
的
な
組
み
方
で
、
濃
茶
・
薄
茶
と
煎
茶
の
二
区
分
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
③
に
な
る
と
、
煎
茶
の
部
分
が
玉
製
・
葉
物
・
折
物
・
煎
茶
に

細
分
化
さ
れ
る
。

そ
し
て
④
で
は
、
玉
製
か
ら
福
寿
海
が
飛
び
出
し
て
、
そ
の
ま
た
上

位
に
金
亀
露
と
い
う
茶
銘
が
新
た
に
登
場
し
、
そ
の
二
者
だ
け
で
も
っ
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③
・
④
は
、
①
・
②
が
和
紙
に
木
版
印
刷
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
洋
紙

に
活
版
印
刷
と
な
る
。
表
題
も
「
御
茶
銘
録
並
価
表
」
と
か
わ
り
、
一

斤
＝
一
六
〇
匁
で
通
貨
は
円
と
な
る
。
③
は
東
京
上
野
の
有
助
軒
を
売

捌
所
と
す
る
も
の
で
、
明
治
一
〇
年
代
半
ば
あ
た
り
の
ち
ょ
う
ど
資
料

が
少
な
い
時
期
を
埋
め
て
く
れ
る
。
ち
な
み
に
④
は
明
治
三
〇
年
頃
と

踏
ん
で
い
る
。
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□資料25 美濃部忠兵衛引札①

□資料26 美濃部忠兵衛引札②（収蔵資料№199-2）

□資料27 美濃部忠兵衛引札③（個人蔵「上林牛加家文書」）
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□資料27 美濃部忠兵衛引札③

①
・
②
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
こ
で
言
う
宇
治
・
京
都
型
引
札
の

典
型
的
な
組
み
方
で
、
濃
茶
・
薄
茶
と
煎
茶
の
二
区
分
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
③
に
な
る
と
、
煎
茶
の
部
分
が
玉
製
・
葉
物
・
折
物
・
煎
茶
に

細
分
化
さ
れ
る
。

そ
し
て
④
で
は
、
玉
製
か
ら
福
寿
海
が
飛
び
出
し
て
、
そ
の
ま
た
上

位
に
金
亀
露
と
い
う
茶
銘
が
新
た
に
登
場
し
、
そ
の
二
者
だ
け
で
も
っ
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て
「
別
銘
」
の
枠
が
設
け
ら
れ
、
③
で
細
分
化
さ
れ
た

四
種
類
も
玉
露
製
、
葉
物
製
、
折
物
製
、
煎
茶
製
と
名

称
を
改
め
る
。

④
に
示
さ
れ
た
玉
露
・
葉
物
・
折
物
・
煎
茶
の
内
訳

に
つ
い
て
、
①
～
③
の
価
格
表
と
照
合
す
る
と
、
同
様

の
茶
銘
が
確
認
で
き
る
（
次
表
）。

④
で
煎
茶
製
と
さ
れ
る
も
の
は
、
は
じ
め
か
ら
下
位

に
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
移
行
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
玉
露
・
葉
物
・
折
物
は
、
①
・
②
で
は
、
一
見
順

不
同
に
な
ら
ぶ
印
象
を
受
け
る
が
、
も
と
も
と
④
に
示

さ
れ
た
よ
う
な
種
類
の
別
が
あ
っ
て
、
顧
客
と
の
間
で

は
そ
れ
が
ほ
ぼ
自
明
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
、
そ
の
よ

う
に
み
て
よ
い
と
思
う
。

そ
れ
が
明
確
に
分
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

煎
茶
の
最
高
級
品
と
し
て
玉
露
の
地
位
が
確
立
し
て
き

た
た
め
。
つ
ま
り
美
濃
部
の
店
で
は
こ
の
三
〇
年
ほ
ど

の
間
に
、
た
と
え
ば
有
力
な
安
定
し
た
仕
入
れ
先
が
開

拓
さ
れ
、
玉
製
そ
し
て
玉
露
製
の
部
門
が
確
立
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
従
来
か

ら
煎
茶
の
上
位
を
占
め
、
常
連
客
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
銘

で
も
っ
て
、
種
別
と
ラ
ン
ク
が
了
解
さ
れ
て
い
た
葉
物

と
折
物
の
両
者
も
明
確
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

最
下
位
グ
ル
ー
プ
が
「
煎
茶
製
」
と
称
す
る
よ
う
に
な

る
。
美
濃
部
の
引
札
四
点
に
見
ら
れ
る
変
化
は
、
こ
う

説
明
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
煎
茶
法
に
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極
揃
八
拾
銭

但
シ
挽
料
ハ
別
ニ
申
請
候

極
揃

六
拾
銭

別
儀
揃

四
拾
銭

但
シ
挽
料
ハ
別
ニ
申
請
候

別

金

亀

露

金

五

円

銘

福

寿

海

金

四

円

玉
露
製

葉
物
製

鳳
龍

三
円

綾
之
雫

弐
円
七
拾
銭

綾
之
友

弐
円
五
拾
銭

麓
之
雫

弐
円
弐
拾
銭

蟠
龍

弐
円

久
保
花

壱
円
七
拾
銭

白
鶴

壱
円
七
拾
銭

え
ら
み

壱
円
四
拾
銭

玉
露

壱
円
五
拾
銭

若
撰

壱
円
弐
拾
銭

都
之
友

壱
円
三
拾
銭

綾
鷹

壱
円
弐
拾
銭

煎
茶
製

雲
之
花

壱
円

碧
岸

八
拾
五
銭

綾
之
代

九
拾
銭

寒
蘆

七
拾
五
銭

玉
塵

八
拾
銭

霜
之
花

七
拾
銭

折
物
製

花
橘

六
拾
銭

翁

弐
円

池
之
尾

同

極
折

壱
円
五
拾
銭

万
代

五
拾
五
銭

初
折

壱
円
三
拾
銭

生
喜
撰

五
拾
銭

白
折

壱
円
拾
銭

寿

四
拾
五
銭

友
白
髪

壱
円

喜
撰

四
拾
銭

松
之
波

八
拾
銭

山
吹

三
拾
銭

折
鷹

六
拾
銭

一
森

弐
拾
銭

雁
か
ね

三
拾
銭

粉
茶

煎
茶
粉

別
極
上

極
上

玉
露
粉

八
拾
銭

上
茶
粉

弐
拾
銭

極
上

上
茶
粉

拾
六
銭

玉
露
粉

六
拾
銭

上
玉
露
粉

四
拾
銭

京
都
柳
馬
場
通
綾
小
路
南
入
西
側

御

茶

調

進

所

美

濃

部

忠

兵

衛
（
印
影
）

□資料28 美濃部忠兵衛引札④

□資料28 美濃部忠兵衛引札④（収蔵資料№189-2）

( 51 )

① ② ③ ④

茶種 茶銘
価格

茶種 茶銘
価格

茶種 茶銘
価格

茶種 茶銘
価格

(匁) (両) (円) (円)

○綾か雫 150 ◎別品福寿海 5 ◎福寿海 4.5 別 ◎金亀露 5

御 ◎綾之友 150 御 ◎鳳龍 4 玉 ◎鳳龍 3.5 銘 ◎福寿海 4

煎 ○麓之雫 100 煎 ◎綾之友 3.2 製 ◎綾之友 3 ◎鳳龍 3

茶 花 88 茶 ○綾之雫 3.2 ◎蟠龍 3.5 玉 ◎綾之友 2.5

●翁 88 ●翁 3 ◎白鶴 2 露 ◎蟠龍 2

◎蟠龍 88 ○麓の雫 2.3 ◎玉露 1.8 製 ◎白鶴 1.7

○久保花 75 ◎蟠龍 2.2 ◎都之友 1.6 ◎玉露 1.5

●極折 75 花 2.1 ◎綾鷹 1.5 ◎都之友 1.3

◎都之友 68 ◎玉露 2.1 ◎雪之花 1.3 ◎綾鷹 1.2

○えらみ 65 ○久保花 2.1 ◎綾之代 1.2 ◎雪之花 1

●初折 60 ●極折 2.1 ◎玉塵 1 ◎綾之代 0.9

みとり 58 ○えらみ 2 ○綾之雫 3 ◎玉塵 0.8

ゆつり葉 50 ◎都之友 2 葉 ○麓之雫 2.5 ○綾之雫 2.7

●白折 50 ●初折 2 物 ○久保花 2 葉 ○綾之雫 2.2

◎雪か花 48 ◎綾鷹 1.32 ○えらみ 1.7 物 ○久保花 1.7

○若撰 48 みとり 1.32 ○若撰 1.5 製 ○えらみ 1.4

●友白髪 40 ◎雪之花 1.3 ●翁 2.5 ○若撰 1.2

●松之浪 38 ○若撰 1.3 折 ●極折 2 ●翁 2

◎綾之代 38 ●白折 1.3 物 ●初折 1.6 折 ●極折 1.5

●折鷹 38 ●友白髪 1.22 ●白折 1.3 物 ●初折 1.3

●霜花 32 ●松之浪 1.2 ●友白髪 1.3 製 ●白折 1.1

●寒芦 32 ◎綾之代 1.12 ●松之浪 1.1 ●友白髪 1

●花橘 30 ●折鷹 1.12 ●折鷹 9.9 ●松之浪 0.8

●萬代 28 ●寒芦 1.12 ●雁かね 0.5 ●折鷹 0.6

初緑 27 ●霜花 1.12 ●碧岸 1.2 ●雁かね 0.3

●池之尾 27 ●花橘 1 煎 ●寒芦 1.1 ●碧岸 0.85

●生喜撰 25 ●池之尾 0.33 茶 ●霜之花 1 煎 ●寒芦 0.75

●寿 23.5 ●生喜撰 0.32 ●花橘 0.9 茶 ●霜之花 0.7

●喜撰 20 ●寿 0.31 ●池之尾 0.9 製 ●花橘 0.6

●山吹 18 ●喜撰 0.3 ●萬代 0.85 ●池之尾 0.6

和田原 16 山鳥 0.23 ●生喜撰 0.8 ●萬代 0.55

一森 12 ●山吹 0.22 ●寿 0.75 ●生喜撰 0.5

一森 0.12 ●喜撰 0.7 ●寿 0.45

●山吹 0.6 ●喜撰 0.4

信楽 0.5 ●山吹 0.3

一森 0.35

■美濃部忠兵衛の茶種・茶銘の変遷

◎：玉露 ◯：葉物 ●：折物 ●：煎茶

（  50  ）
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て
「
別
銘
」
の
枠
が
設
け
ら
れ
、
③
で
細
分
化
さ
れ
た

四
種
類
も
玉
露
製
、
葉
物
製
、
折
物
製
、
煎
茶
製
と
名

称
を
改
め
る
。

④
に
示
さ
れ
た
玉
露
・
葉
物
・
折
物
・
煎
茶
の
内
訳

に
つ
い
て
、
①
～
③
の
価
格
表
と
照
合
す
る
と
、
同
様

の
茶
銘
が
確
認
で
き
る
（
次
表
）。

④
で
煎
茶
製
と
さ
れ
る
も
の
は
、
は
じ
め
か
ら
下
位

に
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
移
行
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
玉
露
・
葉
物
・
折
物
は
、
①
・
②
で
は
、
一
見
順

不
同
に
な
ら
ぶ
印
象
を
受
け
る
が
、
も
と
も
と
④
に
示

さ
れ
た
よ
う
な
種
類
の
別
が
あ
っ
て
、
顧
客
と
の
間
で

は
そ
れ
が
ほ
ぼ
自
明
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
、
そ
の
よ

う
に
み
て
よ
い
と
思
う
。

そ
れ
が
明
確
に
分
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

煎
茶
の
最
高
級
品
と
し
て
玉
露
の
地
位
が
確
立
し
て
き

た
た
め
。
つ
ま
り
美
濃
部
の
店
で
は
こ
の
三
〇
年
ほ
ど

の
間
に
、
た
と
え
ば
有
力
な
安
定
し
た
仕
入
れ
先
が
開

拓
さ
れ
、
玉
製
そ
し
て
玉
露
製
の
部
門
が
確
立
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
従
来
か

ら
煎
茶
の
上
位
を
占
め
、
常
連
客
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
銘

で
も
っ
て
、
種
別
と
ラ
ン
ク
が
了
解
さ
れ
て
い
た
葉
物

と
折
物
の
両
者
も
明
確
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

最
下
位
グ
ル
ー
プ
が
「
煎
茶
製
」
と
称
す
る
よ
う
に
な

る
。
美
濃
部
の
引
札
四
点
に
見
ら
れ
る
変
化
は
、
こ
う

説
明
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
煎
茶
法
に

御

茶

銘

録

並

価

表

但
壱
斤

百
六
十
目

御
濃
茶

御
薄
茶

極
上

目
方
拾
匁
ニ
付

極
昔

弐
円
三
拾
銭

梅
之
白

四
拾
銭

極
詰

弐
円

麓
之
森

三
拾
五
銭

上
別
儀

壱
円
六
拾
銭

初
音

三
拾
銭

別
儀

壱
円
弐
拾
銭

綾
之
森

弐
拾
五
銭

広
葉

壱
円

祝
之
白

弐
拾
銭

上
極
揃
八
拾
銭

但
シ
挽
料
ハ
別
ニ
申
請
候

極
揃

六
拾
銭

別
儀
揃

四
拾
銭

但
シ
挽
料
ハ
別
ニ
申
請
候

別

金

亀

露

金

五

円

銘

福

寿

海

金

四

円

玉
露
製

葉
物
製

鳳
龍

三
円

綾
之
雫

弐
円
七
拾
銭

綾
之
友

弐
円
五
拾
銭

麓
之
雫

弐
円
弐
拾
銭

蟠
龍

弐
円

久
保
花

壱
円
七
拾
銭

白
鶴

壱
円
七
拾
銭

え
ら
み

壱
円
四
拾
銭

玉
露

壱
円
五
拾
銭

若
撰

壱
円
弐
拾
銭

都
之
友

壱
円
三
拾
銭

綾
鷹

壱
円
弐
拾
銭

煎
茶
製

雲
之
花

壱
円

碧
岸

八
拾
五
銭

綾
之
代

九
拾
銭

寒
蘆

七
拾
五
銭

玉
塵

八
拾
銭

霜
之
花

七
拾
銭

折
物
製

花
橘

六
拾
銭

翁

弐
円

池
之
尾

同

極
折

壱
円
五
拾
銭

万
代

五
拾
五
銭

初
折

壱
円
三
拾
銭

生
喜
撰

五
拾
銭

白
折

壱
円
拾
銭

寿

四
拾
五
銭

友
白
髪

壱
円

喜
撰

四
拾
銭

松
之
波

八
拾
銭

山
吹

三
拾
銭

折
鷹

六
拾
銭

一
森

弐
拾
銭

雁
か
ね

三
拾
銭

粉
茶

煎
茶
粉

別
極
上

極
上

玉
露
粉

八
拾
銭

上
茶
粉

弐
拾
銭

極
上

上
茶
粉

拾
六
銭

玉
露
粉

六
拾
銭

上
玉
露
粉

四
拾
銭

京
都
柳
馬
場
通
綾
小
路
南
入
西
側

御

茶

調

進

所

美

濃

部

忠

兵

衛
（
印
影
）

□資料28 美濃部忠兵衛引札④

□資料28 美濃部忠兵衛引札④（収蔵資料№189-2）

( 51 )

① ② ③ ④

茶種 茶銘
価格

茶種 茶銘
価格

茶種 茶銘
価格

茶種 茶銘
価格

(匁) (両) (円) (円)

○綾か雫 150 ◎別品福寿海 5 ◎福寿海 4.5 別 ◎金亀露 5

御 ◎綾之友 150 御 ◎鳳龍 4 玉 ◎鳳龍 3.5 銘 ◎福寿海 4

煎 ○麓之雫 100 煎 ◎綾之友 3.2 製 ◎綾之友 3 ◎鳳龍 3

茶 花 88 茶 ○綾之雫 3.2 ◎蟠龍 3.5 玉 ◎綾之友 2.5

●翁 88 ●翁 3 ◎白鶴 2 露 ◎蟠龍 2

◎蟠龍 88 ○麓の雫 2.3 ◎玉露 1.8 製 ◎白鶴 1.7

○久保花 75 ◎蟠龍 2.2 ◎都之友 1.6 ◎玉露 1.5

●極折 75 花 2.1 ◎綾鷹 1.5 ◎都之友 1.3

◎都之友 68 ◎玉露 2.1 ◎雪之花 1.3 ◎綾鷹 1.2

○えらみ 65 ○久保花 2.1 ◎綾之代 1.2 ◎雪之花 1

●初折 60 ●極折 2.1 ◎玉塵 1 ◎綾之代 0.9

みとり 58 ○えらみ 2 ○綾之雫 3 ◎玉塵 0.8

ゆつり葉 50 ◎都之友 2 葉 ○麓之雫 2.5 ○綾之雫 2.7

●白折 50 ●初折 2 物 ○久保花 2 葉 ○綾之雫 2.2

◎雪か花 48 ◎綾鷹 1.32 ○えらみ 1.7 物 ○久保花 1.7

○若撰 48 みとり 1.32 ○若撰 1.5 製 ○えらみ 1.4

●友白髪 40 ◎雪之花 1.3 ●翁 2.5 ○若撰 1.2

●松之浪 38 ○若撰 1.3 折 ●極折 2 ●翁 2

◎綾之代 38 ●白折 1.3 物 ●初折 1.6 折 ●極折 1.5

●折鷹 38 ●友白髪 1.22 ●白折 1.3 物 ●初折 1.3

●霜花 32 ●松之浪 1.2 ●友白髪 1.3 製 ●白折 1.1

●寒芦 32 ◎綾之代 1.12 ●松之浪 1.1 ●友白髪 1

●花橘 30 ●折鷹 1.12 ●折鷹 9.9 ●松之浪 0.8

●萬代 28 ●寒芦 1.12 ●雁かね 0.5 ●折鷹 0.6

初緑 27 ●霜花 1.12 ●碧岸 1.2 ●雁かね 0.3

●池之尾 27 ●花橘 1 煎 ●寒芦 1.1 ●碧岸 0.85

●生喜撰 25 ●池之尾 0.33 茶 ●霜之花 1 煎 ●寒芦 0.75

●寿 23.5 ●生喜撰 0.32 ●花橘 0.9 茶 ●霜之花 0.7

●喜撰 20 ●寿 0.31 ●池之尾 0.9 製 ●花橘 0.6

●山吹 18 ●喜撰 0.3 ●萬代 0.85 ●池之尾 0.6

和田原 16 山鳥 0.23 ●生喜撰 0.8 ●萬代 0.55

一森 12 ●山吹 0.22 ●寿 0.75 ●生喜撰 0.5

一森 0.12 ●喜撰 0.7 ●寿 0.45

●山吹 0.6 ●喜撰 0.4

信楽 0.5 ●山吹 0.3

一森 0.35

■美濃部忠兵衛の茶種・茶銘の変遷

◎：玉露 ◯：葉物 ●：折物 ●：煎茶

（  51  ）
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よ
っ
て
喫
す
る
す
べ
て
の
茶
種
を
ト
ー
タ
ル
に
煎
茶
と
す
る
こ
と
、
そ

の
も
っ
と
も
下
位
の
一
群
を
い
わ
ば
狭
義
の
煎
茶
と
し
て
理
解
す
る
、

こ
う
し
た
二
つ
の
煎
茶
の
捉
え
方
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

あ
る
意
味
、
今
日
に
も
通
用
す
る
見
方
で
あ
る
。

①
に
示
さ
れ
た
価
格
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
葉
物
の
最
高
級
品
が

も
と
も
と
煎
茶
群
の
ト
ッ
プ
で
、
そ
れ
に
玉
露
あ
る
い
は
そ
の
前
身
と

な
る
商
品
が
続
い
て
い
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
玉
露
の
発
生
に
は
そ
れ

と
先
行
あ
る
い
は
並
行
す
る
葉
物
、
折
物
へ
の
強
い
嗜
好
が
あ
っ
た
こ

と
の
裏
付
け
で
も
あ
る
。

碾
茶
園
で
丁
寧
に
育
成
さ
れ
た
茶
葉
が
、
上
手
な
焙
炉
師
の
手
に

よ
り
最
後
ま
で
揉
み
切
り
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
上
品
な
味
わ

い
の
煎
茶
に
な
っ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
幕
末
の
宇
治
周
辺
の
各
地
で

同
時
多
発
的
に
そ
の
発
祥
の
伝
承
を
も
つ
玉
露
と
は
、
碾
茶
葉
を
焙
炉

の
上
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
両
手
で
茶
葉
を
揉
み
続
け
る
作
業
で
も

っ
て
乾
燥
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
②
で
別
品
と
し
て
あ

ら
わ
れ
る
福
寿
海
も
、
そ
し
て
③
に
「
玉
製
」
と
し
て
列
記
さ
れ
る
商

品
も
当
然
そ
う
し
た
製
法
を
基
本
と
し
て
製
造
さ
れ
た
も
の
を
い
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
を
と
く
に
意
識
し
て
③
・
④
を
種
別
ご
と

に
比
較
し
よ
う
。

ま
ず
は
碾
茶
で
あ
る
濃
茶
・
薄
茶
か
ら
。
濃
茶
の
値
段
に
変
化
は
見

ら
れ
な
い
。
薄
茶
は
最
高
位
の
三
円
が
二
円
三
〇
銭
に
、
最
下
位
は
八

〇
銭
か
ら
四
〇
銭
に
下
が
っ
て
い
る
。
濃
茶
は
、
需
要
の
大
部
分
を
占

め
た
武
家
や
寺
院
社
会
が
維
新
期
の
変
革
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
う
け

け
た
た
め
全
般
に
需
要
が
落
ち
込
み
、
価
格
の
伸
び
を
抑
え
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
薄
茶
が
や
や
低
価
格
化
し
た
の
は
、
一
般
に
普

及
し
は
じ
め
た
茶
道
の
お
稽
古
の
現
場
へ
の
供
給
量
の
増
加
が
そ
の
背

景
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
む
し
ろ
次
の
玉
露
と
の
関
連
、
碾

茶
園
の
玉
露
園
化
に
よ
る
影
響
、
生
産
量
も
品
質
も
そ
れ
に
よ
っ
て
や

や
低
下
し
た
と
い
っ
た
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
。
さ
て

問
題
は
そ
の
玉
製
と
玉
露
製
で
あ
る
。

③
の
玉
製
の
先
頭
に
あ
っ
た
福
寿
海
は
④
で
は
「
別
銘
」
に
格
上

げ
さ
れ
る
も
の
の
四
円
五
〇
銭
か
ら
四
円
へ
、
鳳
龍
以
下
の
諸
銘
も
五

〇
銭
か
ら
二
〇
銭
の
幅
で
全
般
に
値
を
下
げ
る
。
た
だ
、
「
別
銘
」
の

先
頭
に
新
銘
柄
の
金
亀
露
が
い
き
な
り
五
円
の
高
額
で
前
面
に
踊
り
で

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
玉
製
」
か
ら
「
玉
露
製
」
へ
の
変
化
に
は
、

た
ん
に
表
記
の
違
い
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
。

＊
そ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
長
時
間
の
揉
み
切
り
の
作
業
に
替
え
て
、

葉
の
乾
燥
を
強
い
力
で
も
っ
て
す
る
方
式
、
「
コ
ク
リ
」
や
「
デ
ン
グ

リ
」
と
呼
ば
れ
る
葉
を
ま
と
め
て
絞
り
込
む
よ
う
に
し
て
揉
み
込
む
作

業
が
中
心
と
な
り
、
仕
上
げ
の
方
法
も
直
線
的
な
形
状
を
確
保
す
る
こ

と
の
で
き
る
板
擦
り
を
最
終
の
工
程
に
導
入
す
る
、
ま
さ
に
今
日
も
そ

の
最
上
の
姿
と
さ
れ
る
茶
葉
が
針
状
の
仕
上
が
り
と
な
る
製
茶
法
が
、

明
治
半
ば
頃
に
従
来
の
揉
み
切
り
法
に
と
っ
て
か
わ
る
と
さ
れ
る
。
③

・
④
の
時
期
に
、
相
当
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
そ
れ
が
達
し
た
証
し
と
み
て

よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
大
き
な
要
因
は
、
通
常
の
煎
茶
、
美
濃
部
の
価
格
表
で
最
下
位

を
占
め
る
ジ
ャ
ン
ル
の
茶
の
製
造
が
、
全
国
的
に
普
及
し
た
こ
と
に
端

を
発
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
輸
出
品
と
し
て
の
製
造
で
、
そ
れ
が
ま
た

き
わ
め
て
急
激
で
、
そ
の
技
術
の
向
上
も
経
費
を
抑
え
な
が
ら
、
同
時
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に
省
力
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
。
ま
た
当
時
の
茶
の
出
来
栄

え
の
判
断
が
、
圧
倒
的
に
見
か
け
重
視
の
立
場
を
と
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
来
の
宇
治
製
の
特
徴
で
あ
る
揉
み
切
り
製
の
葉
が
丸
く
縮
れ
た
よ
う

な
仕
上
が
り
は
嫌
わ
れ
、
ま
っ
す
ぐ
に
細
く
伸
び
た
形
状
の
姿
が
よ
し

と
さ
れ
た
。
ま
さ
に
今
日
で
い
う
玉
露
の
形
状
そ
の
も
の
で
、
こ
う
し

た
考
え
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。葉

物
か
ら
派
生
し
た
宇
治
本
来
の
揉
み
切
り
に
よ
る
製
法
は
、
ピ
ン

と
伸
び
て
細
い
容
姿
を
重
視
す
る
市
場
の
論
理
に
押
さ
れ
て
、
そ
の
丸

み
を
帯
び
た
形
状
と
と
も
に
、
比
較
的
短
い
時
間
で
遠
ざ
け
ら
れ
て
し

ま
っ
た
、
そ
ん
な
ふ
う
に
推
測
で
き
る
。
玉
製
か
ら
玉
露
製
へ
、
美
濃

部
の
③
か
ら
④
へ
の
変
化
は
、
そ
う
し
た
形
状
の
主
流
の
変
化
を
含
み

込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

残
る
他
の
種
類
の
茶
に
つ
い
て
も
ざ
っ
と
み
て
お
く
。

葉
物
は
、
全
銘
柄
す
べ
て
三
〇
銭
の
値
下
が
り
で
あ
る
。
濃
茶
・
薄

茶
の
価
格
が
、
横
ば
い
か
ら
下
降
の
傾
向
を
示
し
、
玉
露
の
需
要
が
比

較
的
堅
調
な
よ
う
だ
か
ら
、
葉
物
の
需
要
減
に
よ
る
価
格
の
下
落
も
や

む
な
し
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

折
物
は
五
〇
銭
か
ら
二
〇
銭
と
葉
物
よ
り
も
下
落
幅
の
方
が
大
き

い
。
こ
れ
も
玉
露
へ
の
嗜
好
の
流
れ
か
ら
く
る
も
の
か
。
煎
茶
も
、
値

幅
は
三
五
銭
か
ら
一
五
銭
と
や
や
少
な
い
が
、
価
格
の
下
落
傾
向
は
同

じ
で
あ
る
。

④
の
末
尾
に
あ
る
「
粉
茶
」
と
「
煎
茶
粉
」
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
出

物
で
あ
る
。
と
く
に
上
段
の
三
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
け
ら
れ
た
も
っ
と
も

上
位
の
商
品
は
そ
の
最
下
位
と
同
額
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
玉
露
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
が
完
全
に
独
立
し
た
と
い
う
印
象
を
強
く
受
け
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
玉
露
の
茶
葉
以
外
の
茎
の
部
分
な
ど
も
出
物
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
が
、
そ
れ
が
単
独
で
は
こ
こ
に
は
あ

ら
わ
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ら
は
上
の
「
折
物
製
」
に
吸
収
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
表
の
見
か
け
上
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、

「
折
物
製
」
の
内
実
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

木
幡

松
尾
清
之
丞

美
濃
部
で
は
、
玉
製
が
玉
露
製
に
置
き
換
え
ら
て
い
れ
た
が
、
両
者

が
並
列
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代

前
半
に
か
け
て
、
宇
治
で
そ
う
し
た
事
例
が
確
認
で
き
る
。
一
つ
は
木

幡
村
の
東
松
尾
で
あ
る
。
木
幡
村
で
製
茶
業
を
盛
ん
に
営
ん
だ
松
尾
一

統
各
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
松
尾
姓
を
名
乗
る
と
と
も
に
、
北
松
尾
、
東

松
尾
の
よ
う
に
苗
字
に
一
字
を
冠
し
て
屋
号
の
よ
う
に
区
別
し
合
っ
て

い
た
。

東
松
尾
家
の
当
主
松
尾
清
之
丞
は
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）、
横

浜
で
開
催
さ
れ
た
製
茶
共
進
会
に
煎
茶
を
出
品
す
る
が
、
年
齢
は
満
一

〇
歳
、
栄
え
あ
る
一
等
賞
に
輝
く
の
は
そ
れ
か
ら
四
年
後
、
奈
良
博
覧

会
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ベ
テ
ラ
ン
の
従
事
者
た
ち
が
脇
を

固
め
て
い
た
は
ず
だ
が
、
蒸
し
の
工
程
で
革
命
的
な
成
果
を
も
た
ら
し

た
深
底
の
セ
キ
レ
イ
釜
も
、
清
之
丞
を
中
心
に
し
た
考
案
・
開
発
さ
れ

た
と
伝
え
る
。
そ
ん
な
清
之
丞
が
農
商
務
省
か
ら
の
依
頼
で
優
秀
な
技

術
者
を
全
国
に
派
遣
し
茶
業
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
宮
内
省
か

ら
は
赤
坂
御
苑
で
の
茶
製
造
を
委
嘱
さ
れ
る
の
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
引

札
の
年
代
だ
っ
た
。
上
林
松
寿
に
つ
い
で
、
お
よ
そ
一
世
代
遅
れ
て
現
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よ
っ
て
喫
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ト
ー
タ
ル
に
煎
茶
と
す
る
こ
と
、
そ
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①
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省
力
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時
の
茶
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た
。
ま
さ
に
今
日
で
い
う
玉
露
の
形
状
そ
の
も
の
で
、
こ
う
し

た
考
え
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。葉

物
か
ら
派
生
し
た
宇
治
本
来
の
揉
み
切
り
に
よ
る
製
法
は
、
ピ
ン

と
伸
び
て
細
い
容
姿
を
重
視
す
る
市
場
の
論
理
に
押
さ
れ
て
、
そ
の
丸

み
を
帯
び
た
形
状
と
と
も
に
、
比
較
的
短
い
時
間
で
遠
ざ
け
ら
れ
て
し

ま
っ
た
、
そ
ん
な
ふ
う
に
推
測
で
き
る
。
玉
製
か
ら
玉
露
製
へ
、
美
濃

部
の
③
か
ら
④
へ
の
変
化
は
、
そ
う
し
た
形
状
の
主
流
の
変
化
を
含
み

込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

残
る
他
の
種
類
の
茶
に
つ
い
て
も
ざ
っ
と
み
て
お
く
。

葉
物
は
、
全
銘
柄
す
べ
て
三
〇
銭
の
値
下
が
り
で
あ
る
。
濃
茶
・
薄

茶
の
価
格
が
、
横
ば
い
か
ら
下
降
の
傾
向
を
示
し
、
玉
露
の
需
要
が
比

較
的
堅
調
な
よ
う
だ
か
ら
、
葉
物
の
需
要
減
に
よ
る
価
格
の
下
落
も
や

む
な
し
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

折
物
は
五
〇
銭
か
ら
二
〇
銭
と
葉
物
よ
り
も
下
落
幅
の
方
が
大
き

い
。
こ
れ
も
玉
露
へ
の
嗜
好
の
流
れ
か
ら
く
る
も
の
か
。
煎
茶
も
、
値

幅
は
三
五
銭
か
ら
一
五
銭
と
や
や
少
な
い
が
、
価
格
の
下
落
傾
向
は
同

じ
で
あ
る
。

④
の
末
尾
に
あ
る
「
粉
茶
」
と
「
煎
茶
粉
」
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
出

物
で
あ
る
。
と
く
に
上
段
の
三
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
け
ら
れ
た
も
っ
と
も

上
位
の
商
品
は
そ
の
最
下
位
と
同
額
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
玉
露
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
が
完
全
に
独
立
し
た
と
い
う
印
象
を
強
く
受
け
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
玉
露
の
茶
葉
以
外
の
茎
の
部
分
な
ど
も
出
物
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
が
、
そ
れ
が
単
独
で
は
こ
こ
に
は
あ

ら
わ
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ら
は
上
の
「
折
物
製
」
に
吸
収
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
表
の
見
か
け
上
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、

「
折
物
製
」
の
内
実
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

木
幡

松
尾
清
之
丞

美
濃
部
で
は
、
玉
製
が
玉
露
製
に
置
き
換
え
ら
て
い
れ
た
が
、
両
者

が
並
列
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代

前
半
に
か
け
て
、
宇
治
で
そ
う
し
た
事
例
が
確
認
で
き
る
。
一
つ
は
木

幡
村
の
東
松
尾
で
あ
る
。
木
幡
村
で
製
茶
業
を
盛
ん
に
営
ん
だ
松
尾
一

統
各
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
松
尾
姓
を
名
乗
る
と
と
も
に
、
北
松
尾
、
東

松
尾
の
よ
う
に
苗
字
に
一
字
を
冠
し
て
屋
号
の
よ
う
に
区
別
し
合
っ
て

い
た
。

東
松
尾
家
の
当
主
松
尾
清
之
丞
は
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）、
横

浜
で
開
催
さ
れ
た
製
茶
共
進
会
に
煎
茶
を
出
品
す
る
が
、
年
齢
は
満
一

〇
歳
、
栄
え
あ
る
一
等
賞
に
輝
く
の
は
そ
れ
か
ら
四
年
後
、
奈
良
博
覧

会
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ベ
テ
ラ
ン
の
従
事
者
た
ち
が
脇
を

固
め
て
い
た
は
ず
だ
が
、
蒸
し
の
工
程
で
革
命
的
な
成
果
を
も
た
ら
し

た
深
底
の
セ
キ
レ
イ
釜
も
、
清
之
丞
を
中
心
に
し
た
考
案
・
開
発
さ
れ

た
と
伝
え
る
。
そ
ん
な
清
之
丞
が
農
商
務
省
か
ら
の
依
頼
で
優
秀
な
技

術
者
を
全
国
に
派
遣
し
茶
業
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
宮
内
省
か

ら
は
赤
坂
御
苑
で
の
茶
製
造
を
委
嘱
さ
れ
る
の
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
引

札
の
年
代
だ
っ
た
。
上
林
松
寿
に
つ
い
で
、
お
よ
そ
一
世
代
遅
れ
て
現
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精

製

茶

銘

価

録

壱
斤
量
目

弐
百
匁
定

御
濃
茶

半
壱
袋
量
目

厚
葉

量
目
弐
百
目

折
物

量
目
弐
百
目

拾
匁
ニ
付

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

初
昔

金
参
拾
五
銭

千
万
之
齢

金
五
円

友
白
髪

金
弐
円

後
昔

同

金
龍

同
四
円

白
芽

同
壱
円
四
拾
銭

大
祝
昔

同
参
拾
銭

仙
霊

同
参
円

白
折

同
壱
円

蓬
莱
昔

同

六
葉

同
弐
円

瓊
花

同
八
拾
銭

松
之
寿

同
弐
拾
五
銭

群
柏

同
壱
円
六
拾
銭

折
鷹

同
七
拾
銭

松
之
白

同

福
海

同
壱
円
五
拾
銭

緑
片

同
六
拾
銭

綾
之
森

同

松
濤

同
壱
円
弐
拾
銭

初
雁

同
五
拾
銭

鶴
之
祝

同
弐
拾
銭

玉
露
製

量
目
二
百
目

雁
金

同
四
拾
銭

小
松
之
白

同

壱
斤
ニ
付

並
雁
金

同
参
拾
五
銭

若
森
之
白

同

別

瑞
春

玉
枝

同
弐
拾
八
銭

祝
之
白

同

製

千
代
之
数
白

同

千
代
之
寿

金
六
円

煎
茶
製

量
目
弐
百
目

御
薄
茶

量
目
弐
百
目

駒
足
影

同
五
円

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

天
香

同
四
円

松
之
緑

金
九
拾
銭

極
昔

金
四
円

碧
澗

同
参
円
六
拾
銭

老
松

同
八
拾
銭

松
尾
製
茶

別
儀
昔

同
参
円
五
拾
銭

玉
艶

同
参
円
弐
拾
銭

霜
之
花

同
七
拾
五
銭

好
昔

同
参
円

亀
齢

同
参
円

花
橘

同
七
拾
銭

亀
之
遊

同
弐
円
六
拾
銭

蒼
雪

同
弐
円
六
拾
銭

澗
之
花

同
六
拾
五
銭

(

商
標
）

翁
之
友

同
弐
円
四
拾
銭

綾
鷹

同
弐
円
弐
拾
銭

正
喜
撰

同
六
拾
銭

上
別
儀

同
弐
円
弐
拾
銭

松
齢

同
弐
円

折
松
葉

同
五
拾
五
銭

別
儀

同
弐
円

琵
琶

同
壱
円
八
拾
銭

朝
日

同
五
拾
銭

登
録
商
標

上
広
葉

同
壱
円
七
拾
銭

玉
乳

同
壱
円
六
拾
銭

喜
撰

同
四
拾
五
銭

広
葉

同
壱
円
四
拾
銭

清
風

同
壱
円
四
拾
銭

並
喜
撰

同
四
拾
銭

広
相

同
壱
円
弐
拾
銭

玉
濤

同
壱
円
弐
拾
銭

山
吹

同
参
拾
銭

相
詰

同
壱
円

玉
松

同
壱
円
拾
銭

一
森

同
弐
拾
五
銭

上
極
揃

同
九
拾
銭

玉
露

同
壱
円

稀
上
川
柳

同
弐
拾
銭

好
揃

同
八
拾
銭

唫
香

同
九
拾
銭

上
川
柳

同
拾
八
銭

極
揃

同
六
拾
銭

春
露

同
八
拾
銭

川
柳

同
拾
六
銭

別
儀
揃

同
五
拾
銭

春
香

同
七
拾
銭

煎
花
粉

同
弐
拾
銭

吟
粉

同
参
拾
五
銭

網
代
木

同
六
拾
銭

同

同
拾
五
銭

玉
露
製
団
茶

量
目
弐
百
目

玉
薼
蒼
印

同
八
拾
銭

同
炉
粉

同
八
銭

壱
斤
ニ
付

同
緑
印

同
六
拾
銭

同

同
六
銭

文
人
玉

金
弐
円

同
松
印

同
五
拾
銭

同

同
壱
円
四
拾
銭

玉
露
粉

同
八
拾
銭

団
茶

同
壱
円
五
拾
銭

同
人
印

同
六
拾
銭

同

同
壱
円

同
炉
粉

同
弐
拾
五
銭

山
城
国
宇
治
郡
宇
治
村
大
字
木
幡

東
松
尾
茶
館

製
造
元

松

尾

清

之

丞

山
口
県
長
門
国
厚
狭
郡
船
木
町

厚

狭

郡

俟

命

堂

一
手
販
売

中

原

卯

兵

衛

特

約

店

印
行
所

京
都
三
条

合
資
商
報
会
社

館茶尾松東品製精園自

□資料29 松尾清之丞引札

□資料29 松尾清之丞引札（収蔵資料№1412）
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れ
た
宇
治
茶
業
界
が
生
ん
だ
一
人
の
逸
物
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
価
格
表
中
央
の
お
お
む
ね
を
占
め
る
の
が
「
玉
露
製
」、
圧
倒

的
に
玉
露
が
幅
を
効
か
せ
る
時
期
に
突
入
し
た
感
が
あ
る
。
別
製
の
瑞

春
を
筆
頭
に
末
尾
に
そ
の
出
物
を
並
べ
、
な
ん
と
二
六
銘
柄
を
数
え
る
。

価
格
帯
も
六
〇
銭
か
ら
六
円
と
ず
い
ぶ
ん
と
幅
が
広
い
。
こ
れ
と
は
ま

っ
た
く
別
に
、
そ
の
左
上
に
「
玉
露
製
団
茶
」
の
別
枠
が
設
け
ら
れ
る
。

「
団
茶
」
、「
文
人
玉
」
の
表
記
は
、
文
人
向
け
に
中
国
の
団
茶
を
真
似

て
作
ら
れ
た
商
品
な
ど
で
は
な
く
、
そ
の
仕
上
が
り
の
丸
ま
っ
た
形
状

を
中
国
風
の
イ
メ
ー
ジ
に
当
て
は
め
て
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
ろ
う
。

（賞牌印影）（賞牌印影）

（
押
印
）「
前
金
卸
売
ハ
此
定
価
ヨ
リ
弐
割
引
」

明
治
三
拾
三
年
壱
月
改
正

御

茶

銘

録

定

価

表

大
日
本
農
産
品
評
会

御
濃
茶

目
方
拾
匁

煎
茶
製

正
味
壱
貫
目

有
功
壱
等
賞

初
昔

金
四
拾
銭

駒
蔭

金
四
円
五
拾
銭

後
昔

金
参
拾
五
銭

池
の
尾

金
四
円
弐
拾
五
銭

京
都
博
覧
会

楳
の
白

金
参
拾
銭

霜
の
花

金
参
円
七
拾
五
銭

有
功
銀
牌

御
薄
茶

目
方
弐
百
目

正
喜
撰

金
参
円
五
拾
銭

上
別
儀

金
弐
円
五
拾
銭

上
喜
撰

金
参
円
弐
拾
五
銭

山
城
物
産
共
進
会

広
葉

金
弐
円
五
拾
五
銭

国
の
栄

金
参
円

一
等
賞
銀
盃

極
揃

金
壱
円
七
拾
五
銭

喜
撰

金
弐
円
七
拾
五
銭

綾
の
葉

金
壱
円
五
拾
銭

寿

金
弐
円
五
拾
銭

第
二
回
内
国
博
覧
会

別
揃

金
壱
円
弐
拾
五
銭

山
吹

金
弐
円
弐
拾
五
銭

有
功
壱
等
賞

其
他
川
柳
粉
茶
類
数
品

玉
露

正
味
壱
貫
目

京
都
品
評
会

自
園
特
別

折
物
製

正
味
壱
貫
目

壱
等
賞
金
牌

佳
良
品

大
門
金
弐
拾
五
円

同
妙
楽

金
弐
拾
円

白
折

金
八
円

関
西
連
合
共
進
会

碧
海

金
拾
五
円

鷹
の
爪

金
五
円
五
拾
銭

壱
等
賞

残
月

金
拾
弐
円
五
拾
銭

上
雁
金

金
参
円

寒
梅

金
拾
円

雁
の
音

金
弐
円
五
拾
銭

富
山
県
物
産
共
進
会

青
葉

金
八
円

名
誉
金
牌

特
別

玉
露
粉
茶

正
味
壱
貫
目

良
品(

ヤ
マ
リ)

園

金
七
円

第
四
回
内
国

翁
園

金
六
円
五
拾
銭

残
月
粉

金
四
円
五
拾
銭

勧
業
博
覧
会

玉
の
霞

金
五
円
五
拾
銭

青
葉
粉

金
参
円
五
拾
銭

有
功
壱
等
賞

梅
が
枝

金
五
円

翁
粉

金
参
円

玉
露
粉

金
弐
円
五
拾
銭

第
六
回
関
西

玉
茶

正
味
壱
貫
目

梅
が
枝
粉

金
弐
円

府
県
連
合
共
進
会

上
玉
円

金
八
円

壱
等
賞

玉
円

金
五
円
五
拾
銭

山
城
宇
治
新
町

茶
問
屋

（
屋
号
）

辻

利

兵

衛

（
印
影
）

□資料30 辻利兵衛引札

□資料30 辻利兵衛引札（収蔵資料№1791）
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精

製

茶

銘

価

録

壱
斤
量
目

弐
百
匁
定

御
濃
茶

半
壱
袋
量
目

厚
葉

量
目
弐
百
目

折
物

量
目
弐
百
目

拾
匁
ニ
付

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

初
昔

金
参
拾
五
銭

千
万
之
齢

金
五
円

友
白
髪

金
弐
円

後
昔

同

金
龍

同
四
円

白
芽

同
壱
円
四
拾
銭

大
祝
昔

同
参
拾
銭

仙
霊

同
参
円

白
折

同
壱
円

蓬
莱
昔

同

六
葉

同
弐
円

瓊
花

同
八
拾
銭

松
之
寿

同
弐
拾
五
銭

群
柏

同
壱
円
六
拾
銭

折
鷹

同
七
拾
銭

松
之
白

同

福
海

同
壱
円
五
拾
銭

緑
片

同
六
拾
銭

綾
之
森

同

松
濤

同
壱
円
弐
拾
銭

初
雁

同
五
拾
銭

鶴
之
祝

同
弐
拾
銭

玉
露
製

量
目
二
百
目

雁
金

同
四
拾
銭

小
松
之
白

同

壱
斤
ニ
付

並
雁
金

同
参
拾
五
銭

若
森
之
白

同

別

瑞
春

玉
枝

同
弐
拾
八
銭

祝
之
白

同

製

千
代
之
数
白

同

千
代
之
寿

金
六
円

煎
茶
製

量
目
弐
百
目

御
薄
茶

量
目
弐
百
目

駒
足
影

同
五
円

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

天
香

同
四
円

松
之
緑

金
九
拾
銭

極
昔

金
四
円

碧
澗

同
参
円
六
拾
銭

老
松

同
八
拾
銭

松
尾
製
茶

別
儀
昔

同
参
円
五
拾
銭

玉
艶

同
参
円
弐
拾
銭

霜
之
花

同
七
拾
五
銭

好
昔

同
参
円

亀
齢

同
参
円

花
橘

同
七
拾
銭

亀
之
遊

同
弐
円
六
拾
銭

蒼
雪

同
弐
円
六
拾
銭

澗
之
花

同
六
拾
五
銭

(

商
標
）

翁
之
友

同
弐
円
四
拾
銭

綾
鷹

同
弐
円
弐
拾
銭

正
喜
撰

同
六
拾
銭

上
別
儀

同
弐
円
弐
拾
銭

松
齢

同
弐
円

折
松
葉

同
五
拾
五
銭

別
儀

同
弐
円

琵
琶

同
壱
円
八
拾
銭

朝
日

同
五
拾
銭

登
録
商
標

上
広
葉

同
壱
円
七
拾
銭

玉
乳

同
壱
円
六
拾
銭

喜
撰

同
四
拾
五
銭

広
葉

同
壱
円
四
拾
銭

清
風

同
壱
円
四
拾
銭

並
喜
撰

同
四
拾
銭

広
相

同
壱
円
弐
拾
銭

玉
濤

同
壱
円
弐
拾
銭

山
吹

同
参
拾
銭

相
詰

同
壱
円

玉
松

同
壱
円
拾
銭

一
森

同
弐
拾
五
銭

上
極
揃

同
九
拾
銭

玉
露

同
壱
円

稀
上
川
柳

同
弐
拾
銭

好
揃

同
八
拾
銭

唫
香

同
九
拾
銭

上
川
柳

同
拾
八
銭

極
揃

同
六
拾
銭

春
露

同
八
拾
銭

川
柳

同
拾
六
銭

別
儀
揃

同
五
拾
銭

春
香

同
七
拾
銭

煎
花
粉

同
弐
拾
銭

吟
粉

同
参
拾
五
銭

網
代
木

同
六
拾
銭

同

同
拾
五
銭

玉
露
製
団
茶

量
目
弐
百
目

玉
薼
蒼
印

同
八
拾
銭

同
炉
粉

同
八
銭

壱
斤
ニ
付

同
緑
印

同
六
拾
銭

同

同
六
銭

文
人
玉

金
弐
円

同
松
印

同
五
拾
銭

同

同
壱
円
四
拾
銭

玉
露
粉

同
八
拾
銭

団
茶

同
壱
円
五
拾
銭

同
人
印

同
六
拾
銭

同

同
壱
円

同
炉
粉

同
弐
拾
五
銭

山
城
国
宇
治
郡
宇
治
村
大
字
木
幡

東
松
尾
茶
館

製
造
元

松

尾

清

之

丞

山
口
県
長
門
国
厚
狭
郡
船
木
町

厚

狭

郡

俟

命

堂

一
手
販
売

中

原

卯

兵

衛

特

約

店

印
行
所

京
都
三
条

合
資
商
報
会
社

館茶尾松東品製精園自

□資料29 松尾清之丞引札

□資料29 松尾清之丞引札（収蔵資料№1412）

( 55 )

れ
た
宇
治
茶
業
界
が
生
ん
だ
一
人
の
逸
物
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
価
格
表
中
央
の
お
お
む
ね
を
占
め
る
の
が
「
玉
露
製
」、
圧
倒

的
に
玉
露
が
幅
を
効
か
せ
る
時
期
に
突
入
し
た
感
が
あ
る
。
別
製
の
瑞

春
を
筆
頭
に
末
尾
に
そ
の
出
物
を
並
べ
、
な
ん
と
二
六
銘
柄
を
数
え
る
。

価
格
帯
も
六
〇
銭
か
ら
六
円
と
ず
い
ぶ
ん
と
幅
が
広
い
。
こ
れ
と
は
ま

っ
た
く
別
に
、
そ
の
左
上
に
「
玉
露
製
団
茶
」
の
別
枠
が
設
け
ら
れ
る
。

「
団
茶
」
、「
文
人
玉
」
の
表
記
は
、
文
人
向
け
に
中
国
の
団
茶
を
真
似

て
作
ら
れ
た
商
品
な
ど
で
は
な
く
、
そ
の
仕
上
が
り
の
丸
ま
っ
た
形
状

を
中
国
風
の
イ
メ
ー
ジ
に
当
て
は
め
て
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
ろ
う
。

（賞牌印影）（賞牌印影）

（
押
印
）「
前
金
卸
売
ハ
此
定
価
ヨ
リ
弐
割
引
」

明
治
三
拾
三
年
壱
月
改
正

御

茶

銘

録

定

価

表

大
日
本
農
産
品
評
会

御
濃
茶

目
方
拾
匁

煎
茶
製

正
味
壱
貫
目

有
功
壱
等
賞

初
昔

金
四
拾
銭

駒
蔭

金
四
円
五
拾
銭

後
昔

金
参
拾
五
銭

池
の
尾

金
四
円
弐
拾
五
銭

京
都
博
覧
会

楳
の
白

金
参
拾
銭

霜
の
花

金
参
円
七
拾
五
銭

有
功
銀
牌

御
薄
茶

目
方
弐
百
目

正
喜
撰

金
参
円
五
拾
銭

上
別
儀

金
弐
円
五
拾
銭

上
喜
撰

金
参
円
弐
拾
五
銭

山
城
物
産
共
進
会

広
葉

金
弐
円
五
拾
五
銭

国
の
栄

金
参
円

一
等
賞
銀
盃

極
揃

金
壱
円
七
拾
五
銭

喜
撰

金
弐
円
七
拾
五
銭

綾
の
葉

金
壱
円
五
拾
銭

寿

金
弐
円
五
拾
銭

第
二
回
内
国
博
覧
会

別
揃

金
壱
円
弐
拾
五
銭

山
吹

金
弐
円
弐
拾
五
銭

有
功
壱
等
賞

其
他
川
柳
粉
茶
類
数
品

玉
露

正
味
壱
貫
目

京
都
品
評
会

自
園
特
別

折
物
製

正
味
壱
貫
目

壱
等
賞
金
牌

佳
良
品

大
門
金
弐
拾
五
円

同
妙
楽

金
弐
拾
円

白
折

金
八
円

関
西
連
合
共
進
会

碧
海

金
拾
五
円

鷹
の
爪

金
五
円
五
拾
銭

壱
等
賞

残
月

金
拾
弐
円
五
拾
銭

上
雁
金

金
参
円

寒
梅

金
拾
円

雁
の
音

金
弐
円
五
拾
銭

富
山
県
物
産
共
進
会

青
葉

金
八
円

名
誉
金
牌

特
別

玉
露
粉
茶

正
味
壱
貫
目

良
品(

ヤ
マ
リ)

園

金
七
円

第
四
回
内
国

翁
園

金
六
円
五
拾
銭

残
月
粉

金
四
円
五
拾
銭

勧
業
博
覧
会

玉
の
霞

金
五
円
五
拾
銭

青
葉
粉

金
参
円
五
拾
銭

有
功
壱
等
賞

梅
が
枝

金
五
円

翁
粉

金
参
円

玉
露
粉

金
弐
円
五
拾
銭

第
六
回
関
西

玉
茶

正
味
壱
貫
目

梅
が
枝
粉

金
弐
円

府
県
連
合
共
進
会

上
玉
円

金
八
円

壱
等
賞

玉
円

金
五
円
五
拾
銭

山
城
宇
治
新
町

茶
問
屋

（
屋
号
）

辻

利

兵

衛

（
印
影
）

□資料30 辻利兵衛引札

□資料30 辻利兵衛引札（収蔵資料№1791）
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宇
治

辻
利
兵
衛

最
後
に
、
や
は
り
明
治
の
宇
治
茶
業
界
を
牽
引
し
た
辻
利
兵
衛
（
一

八
四
四
～
一
九
二
七
）
の
引
札
を
と
り
あ
げ
る
。
世
代
的
に
は
、
上
林

松
寿
と
松
尾
清
之
丞
の
ち
ょ
う
ど
中
間
く
ら
い
で
あ
る
。
彼
が
開
発
し

好
評
を
得
た
「
大
門
」
が
、
「
玉
露
製
」
の
ト
ッ
プ
に
掲
げ
ら
れ
る
。

小
売
店
向
け
の
価
格
表
と
見
ら
れ
、
濃
茶
・
薄
茶
以
外
は
一
貫
目
（
一

〇
〇
〇
匁
）
単
価
の
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
見
異
様
な

高
額
に
み
え
る
が
、
通
常
の
二
百
目
に
換
算
す
る
と
、
む
し
ろ
東
松
尾

よ
り
も
安
く
な
る
。
さ
ら
に
、
右
上
の
押
印
に
代
金
前
払
い
は
二
割
引

き
と
あ
る
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
と
お
得
な
印
象
を
う
け
る
設
定
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
こ
に
も
や
は
り
「
玉
茶
」
が
あ
る
。

玉
露
製
の
「
自
園
特
別
佳
良
品
大
門
」
以
下
は
針
状
の
仕
上
が
り
、

「
玉
茶
」
は
従
来
の
、
そ
し
て
も
う
す
っ
か
り
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
丸

く
よ
じ
れ
た
形
状
の
茶
葉
、
そ
ん
な
ふ
う
に
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と

思
う
。
ち
な
み
に
、
辻
利
兵
衛
茶
舗
の
価
格
表
で
「
玉
茶
」
の
記
載
が

確
認
で
き
る
の
は
こ
の
一
点
の
み
で
あ
る
。

お
わ
り
に

高
級
煎
茶
が
碾
茶
の
出
物
か
ら
玉
茶
（
玉
類
）
へ
、
そ
し
て
そ
の
形

状
重
視
の
傾
向
が
著
し
く
進
み
、
玉
状
か
ら
針
状
へ
と
変
化
し
た
、
最

終
的
に
玉
露
と
し
て
一
般
化
す
る
過
程
が
、
価
格
表
の
分
析
に
よ
っ
て

も
お
お
よ
そ
裏
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

京
都
府
茶
業
研
究
所
の
初
代
所
長
を
務
め
た
田
辺
貢
は
、
次
の
よ
う

に
述
懐
す
る
。

「
製
造
の
骨
子
た
る
揉
切
は
宇
治
に
起
こ
り
た
る
も
の
に
し
て
純

粋
の
宇
治
製
法
は
回
転
揉
、
仕
上
揉
総
て
揉
切
に
よ
り
た
る
も
の

な
り
。
従
っ
て
助
炭
に
鉄
板
あ
じ
ろ
等
全
く
無
く
、
手
を
合
わ
す

力
の
み
に
て
揉
み
た
る
も
の
な
り
。
故
に
形
伸
び
ず
し
て
、
太
く

稍
曲
が
り
、
色
沢
も
黒
緑
を
帯
び
た
る
も
の
な
り
し
が
、
味
に
於

い
て
は
現
在
の
も
の
の
及
ば
ざ
る
甘
味
を
有
せ
り
。
」

「
デ
ン
グ
リ
製
は
静
岡
に
起
こ
り
た
る
も
の
の
如
く
、
静
岡
に
て

は
此
方
法
に
よ
る
も
の
多
し
。
又
コ
ク
リ
に
よ
る
仕
上
揉
も
静
岡

に
於
い
て
盛
ん
な
り
。
」

「
板
摺
は
宇
治
地
方
に
て
も
盛
ん
に
し
て
殆
ん
ど
仕
上
は
之
に
依

る
も
、
元
は
三
重
県
水
澤
に
起
こ
り
た
る
も
の
な
り
。」

「
現
今
の
製
法
は
色
沢
本
位
、
或
い
は
形
状
本
位
の
製
法
に
傾
き
、

香
味
の
点
旧
来
の
も
の
に
劣
る
嫌
あ
る
を
以
て
注
意
せ
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
」

（
『
茶
樹
栽
培
及
製
茶
法
』
昭
和
九
年
）

「
純
粋
の
宇
治
製
法
」
つ
ま
り
こ
こ
で
い
う
玉
茶
（
玉
類
）
の
製
造

法
は
、両
手
で
茶
葉
を
揉
み
切
っ
て
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、

色
は
黒
ず
ん
で
見
え
る
が
、
一
般
的
な
玉
露
よ
り
も
甘
み
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
デ
ン
グ
リ
、
コ
ク
リ
と
よ
ば
れ
る
、
助
炭
に
押
し
付
け
た
り
、

束
ね
る
よ
う
に
し
て
葉
を
伸
張
さ
せ
た
り
す
る
手
法
は
静
岡
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
で
、
仕
上
げ
の
工
程
で
行
う
板
摺
（
イ
タ
ズ
リ
）
も
三

重
県
水
澤
を
発
祥
と
す
る
も
の
だ
と
述
べ
る
。
そ
し
て
後
者
の
方
法
を

も
っ
て
す
る
と
、
形
状
は
よ
く
見
え
る
も
の
の
、
香
味
は
劣
る
と
い
う
。

こ
こ
で
主
に
取
り
上
げ
て
き
た
高
級
茶
と
と
も
に
、
「
宇
治
煎
茶
」

( 57 )

と
呼
ば
れ
日
常
的
に
飲
ま
れ
た
普
段
使
い
の
茶
が
あ
り
、
多
く
の
引
札

に
そ
の
代
表
と
し
て
あ
っ
た
。
た
だ
、
江
戸
や
東
京
で
出
回
っ
た
そ
れ

は
、
必
ず
し
も
宇
治
と
そ
の
周
辺
の
産
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
自
ず
と

了
解
さ
れ
て
の
「
宇
治
煎
茶
」
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
も
、
す
で

に
述
べ
た
。

「
宇
治
製
法
」
、
そ
し
て
「
宇
治
煎
茶
」
も
、
そ
の
名
称
か
ら
イ
メ

ー
ジ
さ
れ
る
も
の
と
、
実
態
が
離
れ
て
は
い
く
も
の
の
、
業
界
で
は
そ

う
し
た
こ
と
が
黙
認
さ
れ
な
が
ら
広
く
受
容
さ
れ
た
。
今
日
空
前
の
活

況
を
呈
す
る
「
宇
治
抹
茶
」
と
、
ど
こ
か
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う

に
思
え
て
仕
方
が
な
い
。

＊
田
辺
貢
『
茶
樹
栽
培
及
製
茶
法
』
は
、
桑
原
秀
樹
氏
の
ご
教
示

に
よ
る
。

（  56  ）
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宇
治

辻
利
兵
衛

最
後
に
、
や
は
り
明
治
の
宇
治
茶
業
界
を
牽
引
し
た
辻
利
兵
衛
（
一

八
四
四
～
一
九
二
七
）
の
引
札
を
と
り
あ
げ
る
。
世
代
的
に
は
、
上
林

松
寿
と
松
尾
清
之
丞
の
ち
ょ
う
ど
中
間
く
ら
い
で
あ
る
。
彼
が
開
発
し

好
評
を
得
た
「
大
門
」
が
、
「
玉
露
製
」
の
ト
ッ
プ
に
掲
げ
ら
れ
る
。

小
売
店
向
け
の
価
格
表
と
見
ら
れ
、
濃
茶
・
薄
茶
以
外
は
一
貫
目
（
一

〇
〇
〇
匁
）
単
価
の
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
見
異
様
な

高
額
に
み
え
る
が
、
通
常
の
二
百
目
に
換
算
す
る
と
、
む
し
ろ
東
松
尾

よ
り
も
安
く
な
る
。
さ
ら
に
、
右
上
の
押
印
に
代
金
前
払
い
は
二
割
引

き
と
あ
る
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
と
お
得
な
印
象
を
う
け
る
設
定
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
こ
に
も
や
は
り
「
玉
茶
」
が
あ
る
。

玉
露
製
の
「
自
園
特
別
佳
良
品
大
門
」
以
下
は
針
状
の
仕
上
が
り
、

「
玉
茶
」
は
従
来
の
、
そ
し
て
も
う
す
っ
か
り
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
丸

く
よ
じ
れ
た
形
状
の
茶
葉
、
そ
ん
な
ふ
う
に
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と

思
う
。
ち
な
み
に
、
辻
利
兵
衛
茶
舗
の
価
格
表
で
「
玉
茶
」
の
記
載
が

確
認
で
き
る
の
は
こ
の
一
点
の
み
で
あ
る
。

お
わ
り
に

高
級
煎
茶
が
碾
茶
の
出
物
か
ら
玉
茶
（
玉
類
）
へ
、
そ
し
て
そ
の
形

状
重
視
の
傾
向
が
著
し
く
進
み
、
玉
状
か
ら
針
状
へ
と
変
化
し
た
、
最

終
的
に
玉
露
と
し
て
一
般
化
す
る
過
程
が
、
価
格
表
の
分
析
に
よ
っ
て

も
お
お
よ
そ
裏
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

京
都
府
茶
業
研
究
所
の
初
代
所
長
を
務
め
た
田
辺
貢
は
、
次
の
よ
う

に
述
懐
す
る
。

「
製
造
の
骨
子
た
る
揉
切
は
宇
治
に
起
こ
り
た
る
も
の
に
し
て
純

粋
の
宇
治
製
法
は
回
転
揉
、
仕
上
揉
総
て
揉
切
に
よ
り
た
る
も
の

な
り
。
従
っ
て
助
炭
に
鉄
板
あ
じ
ろ
等
全
く
無
く
、
手
を
合
わ
す

力
の
み
に
て
揉
み
た
る
も
の
な
り
。
故
に
形
伸
び
ず
し
て
、
太
く

稍
曲
が
り
、
色
沢
も
黒
緑
を
帯
び
た
る
も
の
な
り
し
が
、
味
に
於

い
て
は
現
在
の
も
の
の
及
ば
ざ
る
甘
味
を
有
せ
り
。
」

「
デ
ン
グ
リ
製
は
静
岡
に
起
こ
り
た
る
も
の
の
如
く
、
静
岡
に
て

は
此
方
法
に
よ
る
も
の
多
し
。
又
コ
ク
リ
に
よ
る
仕
上
揉
も
静
岡

に
於
い
て
盛
ん
な
り
。
」

「
板
摺
は
宇
治
地
方
に
て
も
盛
ん
に
し
て
殆
ん
ど
仕
上
は
之
に
依

る
も
、
元
は
三
重
県
水
澤
に
起
こ
り
た
る
も
の
な
り
。」

「
現
今
の
製
法
は
色
沢
本
位
、
或
い
は
形
状
本
位
の
製
法
に
傾
き
、

香
味
の
点
旧
来
の
も
の
に
劣
る
嫌
あ
る
を
以
て
注
意
せ
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
」

（
『
茶
樹
栽
培
及
製
茶
法
』
昭
和
九
年
）

「
純
粋
の
宇
治
製
法
」
つ
ま
り
こ
こ
で
い
う
玉
茶
（
玉
類
）
の
製
造

法
は
、両
手
で
茶
葉
を
揉
み
切
っ
て
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、

色
は
黒
ず
ん
で
見
え
る
が
、
一
般
的
な
玉
露
よ
り
も
甘
み
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
デ
ン
グ
リ
、
コ
ク
リ
と
よ
ば
れ
る
、
助
炭
に
押
し
付
け
た
り
、

束
ね
る
よ
う
に
し
て
葉
を
伸
張
さ
せ
た
り
す
る
手
法
は
静
岡
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
で
、
仕
上
げ
の
工
程
で
行
う
板
摺
（
イ
タ
ズ
リ
）
も
三

重
県
水
澤
を
発
祥
と
す
る
も
の
だ
と
述
べ
る
。
そ
し
て
後
者
の
方
法
を

も
っ
て
す
る
と
、
形
状
は
よ
く
見
え
る
も
の
の
、
香
味
は
劣
る
と
い
う
。

こ
こ
で
主
に
取
り
上
げ
て
き
た
高
級
茶
と
と
も
に
、
「
宇
治
煎
茶
」

( 57 )

と
呼
ば
れ
日
常
的
に
飲
ま
れ
た
普
段
使
い
の
茶
が
あ
り
、
多
く
の
引
札

に
そ
の
代
表
と
し
て
あ
っ
た
。
た
だ
、
江
戸
や
東
京
で
出
回
っ
た
そ
れ

は
、
必
ず
し
も
宇
治
と
そ
の
周
辺
の
産
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
自
ず
と

了
解
さ
れ
て
の
「
宇
治
煎
茶
」
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
も
、
す
で

に
述
べ
た
。

「
宇
治
製
法
」
、
そ
し
て
「
宇
治
煎
茶
」
も
、
そ
の
名
称
か
ら
イ
メ

ー
ジ
さ
れ
る
も
の
と
、
実
態
が
離
れ
て
は
い
く
も
の
の
、
業
界
で
は
そ

う
し
た
こ
と
が
黙
認
さ
れ
な
が
ら
広
く
受
容
さ
れ
た
。
今
日
空
前
の
活

況
を
呈
す
る
「
宇
治
抹
茶
」
と
、
ど
こ
か
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う

に
思
え
て
仕
方
が
な
い
。

＊
田
辺
貢
『
茶
樹
栽
培
及
製
茶
法
』
は
、
桑
原
秀
樹
氏
の
ご
教
示

に
よ
る
。
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□掲載資料一覧

番号 資料名 表題等 住所等 年代
寸法 収蔵資料
（mm） №

1 井筒屋利助引札 宇治信楽諸国御銘茶 両国薬研堀不動前角 文化14･1817 439394 336

問屋 松寿軒井筒屋利助

2 山本加兵衛引札 宇治信楽諸国御茶所 江戸日本橋通弐丁目 文政6･1823 250×340 2222

都竜軒本家山本加兵衛

3 山本嘉兵衛引札 宇治信楽諸国御茶所 東京日本橋通弐丁目 大正4･1915 249×344 359

本家山本嘉兵衛

4 伊勢屋治兵衛引札 宇治信楽諸国御茶所 江戸東両国大徳院門前 － 229×321 318

両替伊勢屋治兵衛

5 大坂屋吉左衛門引札 諸国御茶所 浅草御門外角 大阪屋 － 280×409 2223

吉左衛門 茶師松峯軒

6 松屋与兵衛引札 宇治信楽諸国御銘茶 東京浅草吉野町 茶師 － 250×334 2201

所 松風軒松屋与兵衛

7 蕗屋平兵衛引札 宇治諸国信楽御茶所 大坂順慶町通井戸ノ辻 天保6･1835 242×323 436-24

蕗屋甚兵衛

8 斉藤又右衛門引札 諸国御茶所 湖松軒 大坂北新地壱 辰 250×330 436-36

丁目 斎藤又右衛門

9 笹屋伊兵衛引札 宇治信楽諸国御茶所 雲花園 大阪本町通心 － 244×328 436-30

斎橋筋角 笹屋伊兵衛

10 笠屋藤兵衛引札 宇治信楽諸国御茶処 京町堀二丁目羽子板橋 － 162×541 436-1

北詰角 薫香堂笠屋藤

兵衛

11 八木弥三兵衛引札 宇治信楽諸国御茶処 通栄軒 大坂淀屋橋梶 － 245×334 436-29

木町南入 八木弥三兵

衛

12 木屋新助引札 宇治信楽諸国御茶処 通松軒 大坂平野町筋 － 249×336 436-31

京町橋東エ入 木屋新

助

13 俵谷金兵衛引札 宇治信楽諸国御銘茶 浪花江戸堀二丁目犬斎 嘉永7･1854 173×246 436-3

製所 橋北詰西江入 俵谷金

兵衛

14 高田弥十郎引札 宇治信楽諸国御茶所 芳雲園 大坂心斎橋北 － 239×339 436-35

詰北詰角 高田彌十郎

15 川崎喜兵衛引札 諸国名物御茶所 大阪高麗橋三丁目 － 181×498 436-23

佳茗林 川崎喜兵衛

16 川内谷新兵衛引札 宇治信楽諸国御茶所 大阪天神橋通寺町橋北 文久3･1863 230×320 2200

へ入 本家川内谷新兵

衛

番号 資料名 表題等 住所等 年代
寸法 収蔵資料
（mm） №

17 竹田紹清引札① 御茶銘目録 洛巽宇治 竹田紹清 － 188×295 個人蔵

18 竹田紹清引札② 御茶銘目録 山城国久世郡宇治町 － 156×260 個人蔵

竹田紹清

19 上林三入引札 茶名価記 山城宇治 上林三入 明治12･1879 163×260 個人蔵

20 松阪儀右衛門引札 御茶銘品目 山城国久世郡宇治町 明治16･1883 172×262 個人蔵

銘茶売捌所 玉露園松

阪儀右衛門

21 長井藤吾引札 茶銘価格表 京都府下山城国久世郡 明治17･1884 180×232 個人蔵

茶業組合員 宇治町製

造販売人 長井藤吾

22 上林三入引札 茶銘価記 京都府下山城国久世郡 明治17･1884 190×260 個人蔵

宇治町 茶業組合員

上林三入

23 松尾太右衛門引札 御茶名表 宇治木幡 松尾太右衛 明治11･1878 188×279 1407

門

24 小山伊兵衛引札 御用御茶所 京都烏丸通二条上ル東 － 164×670 1672

側北寄 御用御茶所

小山伊兵衛

25 美濃部忠兵衛引札① 御茶銘目録 京柳馬場通綾小路下西 甲子(元治 163×425 1991

側 御用御茶所 美濃 元)･1864

部忠兵衛

26 美濃部忠兵衛引札② 御茶銘目録 京柳馬場通綾小路下西 己巳（明治2）163×425 1992

側 御用御茶所 美濃 ･1869

部忠兵衛

27 美濃部忠兵衛引札③ 御茶銘録並価表 御茶調進所 京都柳馬 － 150×406 個人蔵

場綾小路南入西側 本

店美濃部忠兵衛

28 美濃部忠兵衛引札④ 御茶銘録並価表 御茶調進所 京都柳馬 － 167×543 1892

場通綾小路下ル西側

美濃部忠兵衛

29 松尾清之丞引札 精製茶銘価録 製造元 山城国宇治郡 － 255×355 1412

宇治村大字木幡 東松

尾茶館 松尾清之丞

30 辻利兵衛引札 御茶銘録定価表 茶問屋 山城宇治新町 明治33･1900 168×266 1791

辻利兵衛
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□掲載資料一覧

番号 資料名 表題等 住所等 年代
寸法 収蔵資料
（mm） №

1 井筒屋利助引札 宇治信楽諸国御銘茶 両国薬研堀不動前角 文化14･1817 439394 336

問屋 松寿軒井筒屋利助

2 山本加兵衛引札 宇治信楽諸国御茶所 江戸日本橋通弐丁目 文政6･1823 250×340 2222

都竜軒本家山本加兵衛

3 山本嘉兵衛引札 宇治信楽諸国御茶所 東京日本橋通弐丁目 大正4･1915 249×344 359

本家山本嘉兵衛

4 伊勢屋治兵衛引札 宇治信楽諸国御茶所 江戸東両国大徳院門前 － 229×321 318

両替伊勢屋治兵衛

5 大坂屋吉左衛門引札 諸国御茶所 浅草御門外角 大阪屋 － 280×409 2223

吉左衛門 茶師松峯軒

6 松屋与兵衛引札 宇治信楽諸国御銘茶 東京浅草吉野町 茶師 － 250×334 2201

所 松風軒松屋与兵衛

7 蕗屋平兵衛引札 宇治諸国信楽御茶所 大坂順慶町通井戸ノ辻 天保6･1835 242×323 436-24

蕗屋甚兵衛

8 斉藤又右衛門引札 諸国御茶所 湖松軒 大坂北新地壱 辰 250×330 436-36

丁目 斎藤又右衛門

9 笹屋伊兵衛引札 宇治信楽諸国御茶所 雲花園 大阪本町通心 － 244×328 436-30

斎橋筋角 笹屋伊兵衛

10 笠屋藤兵衛引札 宇治信楽諸国御茶処 京町堀二丁目羽子板橋 － 162×541 436-1

北詰角 薫香堂笠屋藤

兵衛

11 八木弥三兵衛引札 宇治信楽諸国御茶処 通栄軒 大坂淀屋橋梶 － 245×334 436-29

木町南入 八木弥三兵

衛

12 木屋新助引札 宇治信楽諸国御茶処 通松軒 大坂平野町筋 － 249×336 436-31

京町橋東エ入 木屋新

助

13 俵谷金兵衛引札 宇治信楽諸国御銘茶 浪花江戸堀二丁目犬斎 嘉永7･1854 173×246 436-3

製所 橋北詰西江入 俵谷金

兵衛

14 高田弥十郎引札 宇治信楽諸国御茶所 芳雲園 大坂心斎橋北 － 239×339 436-35

詰北詰角 高田彌十郎

15 川崎喜兵衛引札 諸国名物御茶所 大阪高麗橋三丁目 － 181×498 436-23

佳茗林 川崎喜兵衛

16 川内谷新兵衛引札 宇治信楽諸国御茶所 大阪天神橋通寺町橋北 文久3･1863 230×320 2200

へ入 本家川内谷新兵

衛

番号 資料名 表題等 住所等 年代
寸法 収蔵資料
（mm） №

17 竹田紹清引札① 御茶銘目録 洛巽宇治 竹田紹清 － 188×295 個人蔵

18 竹田紹清引札② 御茶銘目録 山城国久世郡宇治町 － 156×260 個人蔵

竹田紹清

19 上林三入引札 茶名価記 山城宇治 上林三入 明治12･1879 163×260 個人蔵

20 松阪儀右衛門引札 御茶銘品目 山城国久世郡宇治町 明治16･1883 172×262 個人蔵

銘茶売捌所 玉露園松

阪儀右衛門

21 長井藤吾引札 茶銘価格表 京都府下山城国久世郡 明治17･1884 180×232 個人蔵

茶業組合員 宇治町製

造販売人 長井藤吾

22 上林三入引札 茶銘価記 京都府下山城国久世郡 明治17･1884 190×260 個人蔵

宇治町 茶業組合員

上林三入

23 松尾太右衛門引札 御茶名表 宇治木幡 松尾太右衛 明治11･1878 188×279 1407

門

24 小山伊兵衛引札 御用御茶所 京都烏丸通二条上ル東 － 164×670 1672

側北寄 御用御茶所

小山伊兵衛

25 美濃部忠兵衛引札① 御茶銘目録 京柳馬場通綾小路下西 甲子(元治 163×425 1991

側 御用御茶所 美濃 元)･1864

部忠兵衛

26 美濃部忠兵衛引札② 御茶銘目録 京柳馬場通綾小路下西 己巳（明治2）163×425 1992

側 御用御茶所 美濃 ･1869

部忠兵衛

27 美濃部忠兵衛引札③ 御茶銘録並価表 御茶調進所 京都柳馬 － 150×406 個人蔵

場綾小路南入西側 本

店美濃部忠兵衛

28 美濃部忠兵衛引札④ 御茶銘録並価表 御茶調進所 京都柳馬 － 167×543 1892

場通綾小路下ル西側

美濃部忠兵衛

29 松尾清之丞引札 精製茶銘価録 製造元 山城国宇治郡 － 255×355 1412

宇治村大字木幡 東松

尾茶館 松尾清之丞

30 辻利兵衛引札 御茶銘録定価表 茶問屋 山城宇治新町 明治33･1900 168×266 1791

辻利兵衛
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収蔵資料調査報告書

収蔵文書調査報告書１ 「白川金色院」と恵心院 1998年(平成10)

収蔵文書調査報告書２ 笠取地域の古文書 1999年(平成11)

収蔵文書調査報告書３ 上林三入家文書 2000年(平成12)

収蔵文書調査報告書４ 宇治上神社文書 2001年(平成13)

収蔵文書調査報告書５ 巨椋池漁師仲間文書 2002年(平成14)

収蔵文書調査報告書６ 上林春松家文書 2004年(平成16)

収蔵文書調査報告書７ 白川・藤川家文書 2005年(平成17)

収蔵資料調査報告書８ 戦争関係資料 2006年(平成18)

収蔵資料調査報告書９ 上林春松家文書２ 2007年(平成19)

収蔵資料調査報告書10 幕末の銅版画 2008年(平成20)

収蔵資料調査報告書11 宇治市の写真資料１ 2009年(平成21)

収蔵資料調査報告書12 宇治市の写真資料２ 2010年(平成22)

収蔵資料調査報告書13 宇治市の写真資料３ 2011年(平成23)

収蔵資料調査報告書14 絵ハガキ１ 2012年(平成24)

収蔵資料調査報告書15 片岡道二家文書 2013年(平成25)

収蔵資料調査報告書16 宇治市の写真資料４ 2014年(平成26)

収蔵資料調査報告書17 京都社寺境内図 2015年(平成27)

収蔵資料調査報告書18 戦争関係資料２ 2016年(平成28)

収蔵資料調査報告書19 宇治茶の民具 2017年(平成29)

収蔵資料調査報告書20 宇治郷の古文書 2018年(平成30)

収蔵資料調査報告書21 上林味卜家文書 2019年(平成31)

※７までは、『収蔵文書調査報告書』として刊行した。

収蔵資料調査報告書22

宇治茶の引札

2020年(令和2) 3月31日
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